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1 BCD 演算ライブラリ関数リファレンス 


 


1.1  プログラム構成 


■LDTBCDCs.dll  C# .NET 用 BCD 演算クラスライブラリ 
■LDTBCD.dll   BCD演算ライブラリ本体 
■directbcd.dll  BCD 演算ライブラリサブモジュール 
 


1.2  詳細機能 


詳細機能に関しては、ライブラリマニュアル for C++ 【BCD 演算ライブラリ編】をご参照ください。 
 


1.3  使用方法 


・VisualStudio.NET を起動し、Visual C# プロジェクト － スマートデバイスアプリケーションにてプロジェクト


を作成してください。 
・作成したプロジェクトの「参照設定」に「LDTBCDCs.dll」を追加してください。 
・プロジェクトのソースファイルの先頭に 「using CalibCs;」を記入して下さい。 
・システムライブラリのクラスは「LDTBCDCs」です。 


メソッド（関数）はLDTBCDCs.関数名 と記述して下さい。 
定数はLDTBCDCs.定数 と記述して下さい。 


 


・ このライブラリを動作させるには事前に、本体の Windows フォルダ以下に”directbcd.dll”をコピーしておく必要が


あります。 
・ Visual Studio.NET にてデバッグを行うと「参照設定」に追加した「LDTBCDCs.dll」も自動で本体にコピーされ


ます。手動でアプリケーションを動作させる場合は、実行するアプリケーションと同じ場所に「LDTBCDCs.dll」
をコピーしておく必要があります。 


 
［使用例］ 


.NET ライブラリマニュアル【概要編】3.6 C#.NET アプリケーションでの使用例を参照下さい。 


 


 


1 







 


1.4  関数一覧 


NO. 関数名 機能 
01 bcd_mov 数値の代入 
02 bcd_atobcd 文字列を数値に変換 
03 bcd_bcdtoa 数値を文字列に変換 
04 bcd_abs 数値の絶対値 
05 bcd_modfint 数値の整数部 
06 bcd_modflow 数値の小数部 
07 bcd_sign 数値の符号 
08 bcd_round 数値の切上げ/切下げ/四捨五入 
09 bcd_add/bcd_add2 数値の加算 
10 bcd_sub/bcd_sub2 数値の減算 
11 bcd_mul/bcd_mul2 数値の乗算 
12 bcd_div/bcd_div2 数値の除算 
13 bcd_pow べき乗 
14 bcd_log10 常用対数 
15 bcd_accuracy 演算精度の設定 
16 bcd_matherr ｴﾗｰ処理 


   
 


1.5  .関数リファレンス 


次頁より、関数リファレンスを説明します。 
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bcd_mov 
 
機能 数値「src」の内容を「dst」に代入します。 
 
書式 IntPtr bcd_mov( ref BCD_DATA  src , ref BCD_DATA  dst ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
ref BCD_DATA src  数値 
ref BCD_DATA dst  演算結果 
 
戻り値 
BCD_DATA dst のポインタを返します。 
 
クラス LDTBCDCs 
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bcd_atobcd 
 
機能 string で与えられた文字列を数値に変換して result に返します。 


指定可能な文字列として、10 進の数字／符号としての’+’’－’／先頭のスペース／小数点を表す’.’が許されます。 
 文字列は、’¥0’または許されない文字の前までが変換されます。 


指数を示す文字列はサポートされていませんので、後ゼロあるいは小数点以下のゼロで表記することになりま


す。 
 
書式 void bcd_atobcd( string  str , ref BCD_DATA  result ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
string  str  文字列 
ref BCD_DATA result  変換数値 
 
戻り値 無し 
 
クラス LDTBCDCs 
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bcd_bcdtoa 
 
機能 value で与えられた数値を文字列に変換して restring に返します。 
文字列は、10 進の数字で少数点以下がある場合は’.’が入り、負の数値の場合は先頭に’－‘が入ります。 


restring に格納する文字列は strsize-1 文字までであり、変換された文字列が strsize 以上ある場合は超える部分が整数部


ならエラーとし、少数部ならば strsize-1 までを格納し正常終了します。 
少数部末尾の 0 は文字に変換されません。 
 
書式 void bcd_bcdtoa( ref BCD_DATA  valueX , string  restring , ref int  strsize ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
ref BCD_DATA valueX  数値 
int restring   変換文字列 
int strsize   restring サイズ 
 
戻り値 無し 
 
クラス LDTBCDCs 
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bcd_abs 
 
機能 与えられた数値の絶対値を求めます。 
 指定する数値と絶対値は同じエリアを指定してもかまいません。 
 
書式 IntPtr    bcd_abs( ref BCD_DATA  valueX, ref BCD_DATA  absolute ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
ref BCD_DATA valueX  数値 
ref BCD_DATA absolute  絶対値 
 
戻り値 
BCD_DATA absolute のポインタを返します。 
 
クラス LDTBCDCs 
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bcd_modfint 
 
機能 数値 value の整数部を求め、結果を result に返します。 
 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 
 
書式 int bcd_modfint( ref BCD_DATA  valueX, ref BCD_DATA  result ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
ref BCD_DATA valueX  数値 
ref BCD_DATA result  演算結果 
 
戻り値 
BCD_DATA result のポインタを返します。 
 
クラス LDTBCDCs 
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bcd_modflow 
 
機能 数値 value の小数部を求め、結果を result に返します。 
 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 
 
書式 IntPtr bcd_modflow( ref BCD_DATA  valueX, ref BCD_DATA  result ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
ref BCD_DATA valueX  数値 
ref BCD_DATA result  演算結果 
 
戻り値 
BCD_DATA result のポインタを返します。 
 
クラス LDTBCDCs 
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bcd_sign 
 
機能 数値 value の符号を返します。 
 
書式 int bcd_sign( ref BCD_DATA  valueX ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
ref BCD_DATA valueX  数値 
 
戻り値 符号を返します。 
 -1 valueX < 0 
  0 valueX = 0 
  1 valueX > 0 
 
クラス LDTBCDCs 
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bcd_round 
 
機能 数値 value を指定桁以降で切り上げ／切り下げ／四捨五入し、*value に返します。 
 桁が正の値または 0 ならば整数部の桁を、負の値ならば少数部の桁を表します。 
 指定桁が数値の桁範囲より小さい場合は値を変えずに正常終了し、大きい場合は処理を行います。 
 処理モードが切り上げの場合、指定された桁より下の値が全て 0 なら切り上げは行われません。 
 
書式 IntPtr    bcd_round( ref BCD_DATA  valueX, int  keta , int  mode ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
ref BCD_DATA valueX  数値 
int keta  桁（10keta） 
int mode  処理モード 
   R_UP  切り上げ 
   R_DOWN 切り下げ 
   R_4DOWN5UP 四捨五入 
 
戻り値 
BCD_DATA valueX のポインタを返します。 
 
クラス LDTBCDCs 
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bcd_add/bcd_add2 
 
機能 valueX と valueY の加算を行い、結果を result に返します。 
 bcd_add は演算結果の丸めを行います。 
 bcd_add2 は演算結果の丸めを行いません。 
 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 
 
書式 IntPtr    bcd_add( ref BCD_DATA  valueX , ref BCD_DATA  valueY , 


ref BCD_DATA  result ) 
 IntPtr    bcd_add2( ref BCD_DATA  valueX , ref BCD_DATA  valueY , 


ref BCD_DATA  result ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
ref BCD_DATA valueX  数値 
ref BCD_DATA valueY  数値 
ref BCD_DATA result  演算結果 
 
戻り値 
BCD_DATA result のポインタを返します。 
 
クラス LDTBCDCs 
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bcd_sub/bcd_sub2 
 
機能 valueX から valueY を減算して、結果を result に返します。 
 bcd_sub は演算結果の丸めを行います。 
 bcd_sub2 は演算結果の丸めを行いません。 
 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 
 
書式 IntPtr    bcd_sub( ref BCD_DATA  valueX , ref BCD_DATA  valueY , 


ref BCD_DATA  result ) 
 IntPtr    bcd_sub2( ref BCD_DATA  valueX , ref BCD_DATA  valueY , 


ref BCD_DATA  result ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
ref BCD_DATA valueX  数値 
ref BCD_DATA valueY  数値 
ref BCD_DATA result  演算結果 
 
戻り値 
BCD_DATA result のポインタを返します。 
 
クラス LDTBCDCs 
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bcd_mul/bcd_mul2 
 
機能 valueX に valueY を乗算して、結果を result に返します。 
 bcd_mul は演算結果の丸めを行います。 
 bcd_mul2 は演算結果の丸めを行いません。 
 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 
 
書式 IntPtr    bcd_mul( ref BCD_DATA  valueX , ref BCD_DATA  valueY , 


ref BCD_DATA  result ) 
 IntPtr    bcd_mul2( ref BCD_DATA  valueX , ref BCD_DATA  valueY , 


ref BCD_DATA  result ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
ref BCD_DATA valueX  数値 
ref BCD_DATA valueY  数値 
ref BCD_DATA result  演算結果 
 
戻り値 
BCD_DATA result のポインタを返します。 
 
クラス LDTBCDCs 
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bcd_div/bcd_div2 
 
機能 valueX と valueY の除算を行い、結果を result に返します。 
 bcd_div は演算結果の丸めを行います。 
 bcd_div2 は演算結果の丸めを行いません。 
 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 
 
書式 IntPtr    bcd_div( ref BCD_DATA  valueX , ref BCD_DATA  valueY , 


ref BCD_DATA  result ) 
 IntPtr    bcd_div2( ref BCD_DATA  valueX , ref BCD_DATA  valueY , 


ref BCD_DATA  *result ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
ref BCD_DATA valueX  数値 
ref BCD_DATA valueY  数値 
ref BCD_DATA result  演算結果 
 
戻り値 
BCD_DATA result のポインタを返します。 
 
クラス LDTBCDCs 
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bcd_pow 
 
機能 べき乗（*valueX）(ｖａｌｕｅＹ)を求めて、結果をresultに返します。 
 演算結果がアンダーフローした場合は、結果は０になります。 
 演算結果は丸めが行われます。 
 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 
 
書式 IntPtr    bcd_pow( ref BCD_DATA  valueX , ref BCD_DATA  valueY , 


ref BCD_DATA  result ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
ref BCD_DATA valueX  数値 
ref BCD_DATA valueY  数値 
ref BCD_DATA result  演算結果 
 
戻り値 
BCD_DATA result のポインタを返します。 
 
クラス LDTBCDCs 
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bcd_log10 
 
機能 vjo 常用対数演算 log10（valueX）を行い、結果を result に返します。 
 数値 value の範囲は valueX > 0 であり、演算結果は丸めが行われます。 
 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 
 
書式 IntPtr    bcd_log10( ref BCD_DATA  valueX , ref BCD_DATA  result) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
ref BCD_DATA valueX  数値 
ref BCD_DATA result  演算結果 
 
戻り値 
BCD_DATA result のポインタを返します。 
 
クラス LDTBCDCs 
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bcd_accuracy 
 
機能 演算精度の設定を行います。 
 
書式 void bcd_accuracy( int mode ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
int mode  精度 
   BCD_SINGLE ：単精度 
   BCD_DOUBLE ：倍精度 
 
戻り値 無し。 
 
クラス LDTBCDCs 
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bcd_matherr 
 
機能 BCD 演算ライブラリの関数で発生したエラーの処理を行います。 


BCD 演算ライブラリの関数は、エラーを検知すると bcd_matherr をコールします。ユーザが独自のエラ


ー処理を行う場合は、bcd_matherr を定義してリンクを行います。 
 
書式 int bcd_matherr( ref bcd_exception  except ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
ref bcd_exception except  数値演算エラー情報 
 
戻り値 エラー処理が正常に終了すると、０以外の値を返します。 
 ｂcd_matherr でエラーが発生すると、０を返します。 


ｂcd_matherr でエラーが発生した場合でも、数値演算エラー情報で示されたエラー種別をセットして終了し


ます。 
 
クラス LDTBCDCs 
 
備考 
 引数の構造体 
 struct bcd_exception 
 { 
  int  type;  /* エラーの種類    */ 
  string  name  /* エラー発生関数名 */ 
  BCD_DATA  *arg1  /* 関数の第 1 引数  */ 
  BCD_DATA  *arg2  /* 関数の第 2 引数  */ 
 } 
 
 エラーの種類 
  BCD_NOERROR  0x00 正常 
  BCD_PARAERR  0x01 パラメータエラー 
  BCD_OVERFLOW 0x0D 計算結果が許される範囲を超えた 
  BCD_MATHERR  0x0E 数学的エラー 
  BCD_DOMAIN  0x10 引数が定義域以外 
  BCD_STRERR  0x20 不正な数値文字列 
  BCD_VALUEERR  0x21 不正な数値データ 
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1 Bluetooth ライブラリ関数リファレンス 


 


1.1  プログラム構成 


■BTLibCs.dll  C# .NET 用 Bluetooth クラスライブラリ 
■BTLib.dll   Bluetoot ライブラリ本体 
 


1.2  使用可能機種 


DT-5100M50、M50SC、M50P      ※注意！DT-5100M50SCA はこのライブラリは使用できません。 
          DT-5100SCA 用のBluetooth ライブラリを使用してください。 
 


1.3  詳細情報 


詳細情報は、“ライブラリマニュアル for C++ 【Bluetooth ライブラリ編】”をご参照ください。 
 


1.4  使用方法 


・VisualStudio.NET を起動し、Visual C# プロジェクト － スマートデバイスアプリケーションにてプロジェクト


を作成してください。 
・作成したプロジェクトの「参照設定」に「BTLibCs.dll」を追加してください。 
・プロジェクトのソースファイルの先頭に 「using CalibCs;」を記入して下さい。 
・システムライブラリのクラスは「BTLibCs」です。 


メソッド（関数）はBTLibCs.関数名 と記述して下さい。 
定数はBTLibCs.定数 と記述して下さい。 


 


・Visual Studio .NET にてデバッグを行うと「参照設定」に追加した「BTLibVB.dll」も自動的に本体にコピーされま


す。手動でアプリケーションを動作させる場合は、実行するアプリケーションと同じ場所に、「BTLibVB.dll」をコピ


ーしておく必要があります。 
 
［使用例］ 


NET ライブラリマニュアル【概要編】3.6 C#.NET アプリケーションでの使用例を参照ください。 
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1.5  関数一覧 


NO. 関数名 機能 
Connection Functions 
01 BTLib_Initialize Bluetoothプロトコルスタックを初期化します。 
02 BTLib_Deinitialize Bluetoothプロトコルスタックのリソースを解放します。 
03 BTLib_GetLocalInfo 本体のBluetoothデバイス情報を取得します。 
04 BTLib_SetLocalInfo 本体のBluetoothデバイス情報を設定します。 
05 BTLib_RegistLocalInfo 本体のBluetoothデバイス情報をレジストリに登録します。 


06 BTLib_Inquiry 
Bluetooth機器のInquiry（問い合わせ）を実行して、Bluetooth機器のデ


バイスハンドルを取得します。 


07 BTLib_GetDeviceHandle 
Bluetoothアドレスを指定して、Bluetooth機器のデバイスハンドルを取得し


ます。 
08 BTLib_GetDeviceInfo 接続するBluetooth機器の情報を取得します。 
09 BTLib_GetServiceInfo 接続するBluetooth機器のサービス情報を取得します。 
10 BTLib_SelectDevice 接続するBluetooth機器を指定します。 
11 BTLib_SetPassKey 本体のPassKeyを設定します。 
12 BTLib_CreateBond 指定したBluetooth機器に対してボンド要求を行います。 
13 BTLib_RegistDeviceInfo Bluetooth機器の情報をレジストリに登録します。 
14 BTLib_SearchDeviceInfo Bluetooth機器の情報をレジストリから検索して取得します。 
15 BTLib_DeleteDeviceInfo Bluetooth機器の情報をレジストリから削除します。 
16 BTLib_GetDefaultDeviceInfo デフォルトで通信するBluetooth機器の情報を取得します。 
17 BTLib_SetDefaultDevice デフォルトで通信するBluetooth機器を設定します。 


Serial Communication Functions (Windows API) 
18 CreateFile 仮想COMポートをオープンします。 
19 CloseHandle 仮想COMポートをクローズします。 
20 GetCommState 仮想COMポートの状態を取得します。 
21 SetCommState 仮想COMポートの状態を設定します。 
22 GetCommTimeouts 仮想COMポートのタイムアウトパラメータを取得します。 
23 SetCommTimeouts 仮想COMポートのタイムアウトパラメータを設定します。 
24 WriteFile 仮想COMポートにデータを送信します。 
25 ReadFile 仮想COMポートからデータを受信します。 
26 SetCommMask 仮想COMポートのイベントマスクの値を取得します。 
27 GetCommMask 仮想COMポートのイベントマスクの値を設定します。 
28 WaitCommEvent 仮想COMポートをイベント待ち状態にします。 
29 EscapeCommFunction 仮想COMポートの拡張機能を実行します。 
30 ClearCommBreak 仮想COMポートのブレーク状態から復帰します。 
31 ClearCommError 仮想COMポートのエラー状態を取得し、エラー状態から復帰します。 
32 GetCommProperties 仮想COMポートのプロパティを取得します。 
33 GetCommModemStatus 仮想COMポートのモデム制御レジスタの値を取得します。 


 


1.6  関数リファレンス 


次頁より、関数リファレンスを説明します。 
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BTLib_Initialize 
 
機能 本体のBluetooth デバイスの使用を開始します。 
 他のBluetooth 機器との接続および通信を行う前に、最初にこの関数を必ず実行してください。 
 
書式 Int32 BTLib_Initialize ( ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし 
 
戻り値 
 BTERR_SUCCESS  正常終了 
 BTERR_FAILED  初期化に失敗 
 
クラス BTLibCs 
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BTLib_DeInitialize 
 
機能 本体のBluetooth デバイスの使用を終了します。 
 他のBluetooth 機器との通信終了後、最後にこの関数を必ず実行してください。 
 
書式 Int32 BTLib_DeInitialize ( ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし 
 
戻り値 
 BTERR_SUCCESS  正常終了 
 BTERR_FAILED  リソース解放に失敗 
 
クラス BTLibCs 
 
備考 本関数を実行しないでユーザアプリケーションを終了した場合、次回BTLib_Initialize 関数を実行したときにエラ


ーが発生して、本体のBluetooth デバイスが使用できなくなる恐れがあります。 
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BTLib_GetLocalInfo 
 
機能 本体のBluetooth デバイス情報を取得します。 
 
書式 Int32 BTLib_GetLocalInfo ( ref BTST_LOCALINFO  LocalInfo ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
ref BTST_LOCALINFO LocalInfo 本体のBluetooth デバイス情報 
 
戻り値 
 BTERR_SUCCESS  正常終了 
 BTERR_FAILED  デバイス情報取得失敗 
 
クラス BTLibCs 
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BTLib_SetLocalInfo 
 
機能 本体のBluetooth デバイス情報を設定します。 
 
書式 Int32 BTLib_SetLocalInfo ( ref BTST_LOCALINFO LocalInfo ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
ref BTST_LOCALINFO LocalInfo 設定する本体のBluetooth デバイス情報 
 
戻り値 
 BTERR_SUCCESS  正常終了 
 BTERR_FAILED  デバイス情報設定失敗 
 
クラス BTLibCs 
 
備考 本関数を実行する前に、BTLib_GetLocalInfo 関数を実行して、現在の Bluetooth デバイス情報を取得してくださ


い。 
Bluetooth デバイス情報のうち、Bluetooth 機器アドレスは変更しないでください。Bluetooth 機器アドレスを変更して


本関数を実行すると、エラーとなります。 
暗号設定フラグは、セキュリティモード 3 フラグが有効の場合のみ、設定が可能です。セキュリティモード 3 フラグが


無効の場合は、暗号設定フラグを無効に設定してください。 
 


6 







 


BTLib_RegistLocalInfo 
 
機能 本体のBluetooth デバイス情報をレジストリに登録します。 
 登録したデバイス情報は、次回BTLib_Initialize 関数を実行したときに再設定されます。 
 
書式 Int32 BTLib_RegistLocalInfo ( ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし 
 
戻り値 
 BTERR_SUCCESS  正常終了 
 BTERR_FAILED  デバイス情報登録失敗 
 
クラス BTLibCs 
 
備考 Bluetooth デバイス情報を変更してレジストリに登録する場合は、本関数を実行する前に BTLib_SetLocalInfo 関


数を実行して、Bluetooth デバイス情報を変更してください。 
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BTLib_Inquiry 
 
機能 Bluetooth 機器の Inquiry（問い合わせ）を実行し、デバイスハンドルを取得します。 
 
書式 Int32 BTLib_Inquiry ( ref int DeviceHandle, ref uint DeviceNumber ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
ref int DeviceHandle Inquiry 時に取得したBluetooth 機器のデバイスハンドル 
   DeviceNumber で指定する数以上の配列を用意する 
ref uint DeviceNumber Inquiry するBluetooth 機器の最大値を設定する 
   実行後、Inquiry で発見されたBluetooth 機器の数が格納される 
 
戻り値 
 BTERR_SUCCESS  正常終了 
 BTERR_FAILED  Bluetooth 機器の Inquiry 失敗 
 
クラス BTLibCs 
 
備考 デバイスハンドル取得後、必ずBTLib_GetDeviceInfo 関数を実行して、Bluetooth 機器のデバイス情報を取得して


ください。 
DeviceNumber で小さい値を指定すると、Inquiry に成功した Bluetooth 機器のデバイスハンドルが完全には取得でき


ない場合があります。Inquiry 時に発見されると想定される Bluetooth デバイスの個数よりも大きい値を指定してくだ


さい。 
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BTLib_GetDeviceHandle 
 
機能 Bluetooth アドレスを指定して、Bluetooth 機器のデバイスハンドルを取得します。 
 
書式 Int32 BTLib_GetDeviceHandle ( ref int DeviceHandle, LPTSTR BTAddress ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
ref int DeviceHandle Bluetooth 機器のデバイスハンドル 
LPTSTR BTAddress Bluetooth アドレス 
 
戻り値 
 BTERR_SUCCESS  正常終了 
 BTERR_FAILED  Bluetooth 機器のデバイスハンドル取得失敗 
 
クラス BTLibCs 
 
備考 Bluetooth 機器のデバイスハンドルを取得後、必ずBTLib_GetDeviceInfo 関数を実行して、Bluetooth 機器のデバ


イス情報を取得してください。 
指定した Bluetooth アドレスを持つ Bluetooth 機器のデバイスハンドルが、BTLib_GetDeviceHandle 関数または


BTLib_Inquiry 関数よってすでに取得されている場合、本関数を実行するとエラーとなります。すでに取得したデバイ


スハンドルを使用してください。 
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BTLib_GetDeviceInfo 
 
機能 通信するBluetooth 機器のデバイス情報を取得します。 
 
書式 Int32 BTLib_GetDeviceInfo ( ref BTST_DEVICEINFO DeviceInfo, int DeviceHandle ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
ref BTST_DEVICEINFO DeviceInfo Bluetooth 機器情報 
int DeviceHandle  Bluetooth 機器のデバイスハンドル 
 
戻り値 
 BTERR_SUCCESS  正常終了 
 BTERR_FAILED  Bluetooth 機器情報取得失敗 
 
クラス BTLibCs 
 
備考 BTLib_Inquiry関数またはBTLib_GetDeviceHandle関数を実行してBluetooth機器のデバイスハンドルを取得し


た後、必ず本関数を実行してBluetooth 機器情報を取得してください。 
Bluetooth 機器名が取得できなかった場合、Bluetooth 機器名の変数にBluetooth 機器アドレスを格納します。 
取得した Bluetooth 機器情報のうち、Bluetooth 機器名以外の情報は書き換えないでください。Bluetooth 機器との接


続および通信ができなくなる可能性があります。 
本関数を実行すると、Bluetooth 機器のサービス情報が初期化されます。Bluetooth 機器のサービス情報を取得する場合


は、本関数を実行後、BTLib_GetServiceInfo 関数を実行してください。 
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BTLib_GetServiceInfo 
 
機能 通信するBluetooth 機器のサービス情報を取得します。 
 
書式 Int32 BTLib_GetServiceInfo ( ref BTST_DEVICEINFO DeviceInfo ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
ref BTST_DEVICEINFO DeviceInfo Bluetooth 機器情報 
 
戻り値 
 BTERR_SUCCESS  正常終了 
 BTERR_FAILED  Bluetooth 機器サービス情報取得失敗 
 
クラス BTLibCs 
 
備考 本関数を実行する前に、BTLib_GetDeviceInfo 関数を実行して、サービス情報以外のデバイス情報をあらかじめ取


得してください。 
本関数を実行しなくても、Bluetooth 機器との接続を行うことは可能です。サポートしている通信プロファイルの種類


をチェックする場合に使用してください。 
Bluetooth 機器によっては、SDP(Service Discovery Profile)をサポートしない等の理由で、使用可能なプロファイルの


情報をを取得できない場合があります。 
本関数を実行後、再びBTLib_GetDeviceInfo 関数を実行すると、引数に格納されたBluetooth サービス情報は消去され


てしまいます。 
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BTLib_SelectDevice 
 
機能 接続する Bluetooth 機器を指定します。Bluetooth 通信を開始する前にこの関数を実行して、接続する Bluetooth
機器を選択してください。 
 
書式 Int32 BTLib_SelectDevice ( ref BTST_DEVICEINFO DeviceInfo ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
ref BTST_DEVICEINFO DeviceInfo 接続するBluetooth 機器の情報 
   デフォルトのBluetooth 機器を指定する場合、NULL を指定する 
 
戻り値 
 BTERR_SUCCESS  正常終了 
 BTERR_FAILED  Bluetooth 機器の指定に失敗 
 
クラス BTLibCs 
 
備考 この関数を実行しない場合、BTLib_SetDefaultDevice 関数で設定したデフォルトの Bluetooth 機器が、接続する


Bluetooth 機器として指定されます。 
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BTLib_SetPassKey 
 
機能 本体の PassKey を設定します。PassKey は、本体で他の Bluetooth 機器とのボンドを実行する場合、および他の


Bluetooth 機器からPassKey 要求があったときに使用されます。 
パラメータの設定により、他のBluetooth 機器からのPassKey 要求を拒否することが可能です。設定したPassKey は、


BTLib_SetPassKey 関数およびBTLib_DeInitialize 関数を実行するまで有効です。 
 
書式 Int32 BTLib_SetPassKey ( LPTSTR  PassKey ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
LPTSTR  PassKey  設定するパスキー 
   NULL または空文字列(””)を指定した場合、 
   他のBluetooth 機器からのPassKey 要求を拒否します 
 
戻り値 
 BTERR_SUCCESS  正常終了 
 BTERR_FAILED  PassKey の設定に失敗 
 
クラス BTLibCs 
 
備考 BTLib_CreateBond 関数を実行する前に、必ず本関数を実行してください。 
他のBluetooth機器からへPassKey要求が必要となる場合は、事前に本関数を実行してPassKeyを設定してください。 
 


13 







 


BTLib_CreateBond 
 
機能 本体から、指定したBluetooth 機器に対してボンド要求を行います。 
 
書式 Int32 BTLib_CreateBond ( ref BTST_DEVICEINFO DeviceInfo ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
ref BTST_DEVICEINFO DeviceInfo ボンドを実行するBluetooth 機器の情報 
   NULL を指定した場合、 
   デフォルトのBluetooth 機器とのボンドを実行する 
 
戻り値 
 BTERR_SUCCESS  正常終了 
 BTERR_FAILED  Bluetooth 機器とのボンドに失敗 
 
クラス BTLibCs 
 
備考 関数を実行する前に、BTLib_SetPassKey 関数を必ず実行して、ボンド実行時に使用される PassKey を設定して


おいてください。 
PassKey を設定していない場合、または BTLib_SetPassKey 関数でパラメータに NULL または空文字列(“”)を指定し


た場合、本関数はエラーを返します。 
通信先の Bluetooth 機器からボンド要求があった場合、BTLib_SetPassKey で設定した PassKey を自動的に送信する


ので、本関数を実行する必要はありません。 
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BTLib_RegistDeviceInfo 
 
機能 Bluetooth 機器の情報をレジストリに登録します。 
 
書式 Int32 BTLib_RegistDeviceInfo ( ref BTST_DEVICEINFO DeviceInfo ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
ref BTST_DEVICEINFO DeviceInfo 登録するBluetooth 機器の情報 
 
戻り値 
 BTERR_SUCCESS  正常終了 
 BTERR_FAILED  Bluetooth 機器情報のレジストリへの登録失敗 
 
クラス BTLibCs 
 
備考 登録する Bluetooth 機器情報の Bluetooth アドレスがすでにレジストリに登録されている場合、以前登録した


Bluetooth 機器情報は上書きされます。 
 


15 







 


BTLib_SearchDeviceInfo 
 
機能 検索キーを指定して、Bluetooth 機器の情報をレジストリから検索して取得します。 
 検索キーと一致する Bluetooth 機器情報の数のみを取得することも可能です。 
 
書式 Int32 BTLib_SearchDeviceInfo ( ref BTST_DEVICEINFO DeviceInfo,  
    ref uint  DeviceNumber, LPTSTR  SearchKey ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
ref BTST_DEVICEINFO DeviceInfo キーと一致したBluetooth 機器の情報 
   DeviceNumber で指定した数以上の配列を用意する 
   NULL を指定した場合、キーと一致したBluetooth 機器の数のみを返す 
 
ref uint  DeviceNumber 取得するBluetooth 機器情報の最大値を設定する 
   実行後、キーと一致したBluetooth 機器の数が格納される 
 
LPTSTR  SearchKey Bluetooth 機器情報検索キー 
   Bluetooth アドレスまたはBluetooth 機器名を指定する 
   NULL を指定した場合、 
   レジストリに登録されている全てのBluetooth 機器の情報を返す 
 
戻り値 
 BTERR_SUCCESS  正常終了 
 BTERR_FAILED  Bluetooth 機器情報のレジストリからの検索失敗 
 
クラス BTLibCs 
 
備考 Bluetooth 機器情報を格納する構造体の変数は、配列として用意してください。 
DeviceNumberで小さい値を指定すると、キーと一致したBluetooth機器情報が完全には取得できない場合があります。


キーと一致すると想定されるBluetooth デバイスの個数よりも大きい値を指定してください。 
検索キーと一致する Bluetooth 機器情報の数が予想できない場合には、最初に検索キーと一致する Bluetooth 機器情報


の数のみを取得してください。その後、Bluetooth 機器情報を格納する構造体の変数を動的に確保し、再度同じ検索キ


ーを使用してBluetooth 機器情報を取得してください。 
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BTLib_DeleteDeviceInfo 
 
機能 指定したBluetooth 機器の情報をレジストリから削除します。 
 
書式 Int32 BTLib_DeleteDeviceInfo ( ref BTST_DEVICEINFO  DeviceInfo ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
ref BTST_DEVICEINFO DeviceInfo 削除するBluetooth 機器の情報を格納する構造体 
 
戻り値 
 BTERR_SUCCESS  正常終了 
 BTERR_FAILED  Bluetooth 機器情報のレジストリからの削除失敗 
 
クラス BTLibCs 
 


備考 指定するBluetooth 機器情報は、BTLib_SearchDeviceInfo 関数を使用して取得してください。 


引数として使用する Bluetooth 機器情報が、レジストリに登録されている Bluetooth 機器情報と一致しない場合、エラ


ーとなります。 
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BTLib_GetDefaultDeviceInfo 
 
機能 デフォルトで通信するBluetooth 機器の情報を取得します。 
 
書式 Int32 BTLib_GetDefaultDeviceInfo ( ref BTST_DEVICEINFO DeviceInfo ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
ref BTST_DEVICEINFO DeviceInfo デフォルトのBluetooth 機器の情報を取得する構造体 
 
戻り値 
 BTERR_SUCCESS  正常終了 
 BTERR_FAILED  デフォルトで通信するBluetooth 機器情報の取得失敗 
 
クラス BTLibCs 
 
備考 デフォルトで通信するBluetooth 機器を設定していない場合、エラーとなります。 
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BTLib_SetDefaultDevice 
 
機能 デフォルトで通信するBluetooth 機器を設定します。 
本関数で設定したデフォルトのBluetooth 機器は、次回BTLib_Initialize 関数を実行したときに有効となります。 
 
書式 Int32 BTLib_SetDefaultDevice ( 
  ref BTST_DEVICEINFO DeviceInfo 
) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
ref BTST_DEVICEINFO DeviceInfo デフォルトに設定するBluetooth 機器の情報を格納する    
 構造体 
 
戻り値 
 BTERR_SUCCESS  正常終了 
 BTERR_FAILED  デフォルトで通信するBluetooth 機器情報の設定失敗 
 
クラス BTLibCs 
 
備考 本関数を実行しても、BTLib_SelectDevice 関数を使用して接続先として指定した Bluetooth 機器は変更されませ


ん。 
関数を実行する前に、BTLib_RegistDeviceInfo 関数を実行して、Bluetooth 機器情報をレジストリに登録しておく必要


ががあります。 
関数で使用する Bluetooth 機器情報は、BTLib_SearchDeviceInfo 関数を使用して取得してください。Bluetooth 機器


情報がレジストリに登録されているBluetooth 機器情報と一致しない場合、エラーとなります。 
 
 
 
 
 


19 







 


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


DT-5100 


ライブラリマニュアル for C#.NET 


【Bluetooth ライブラリ編】 


Ver3.00 
発行元：カシオ計算機株式会社 
    〒162-8543 
    東京都渋谷区本町 1-6-2 
    ｼｽﾃﾑｿﾘｭｰｼｮﾝ営業統轄部 
    TEL:03-5334-4638 


 
 
 


 





		Bluetoothライブラリ関数リファレンス

		プログラム構成

		使用可能機種

		詳細情報

		使用方法

		関数一覧

		関数リファレンス

		BTLib_Initialize

		BTLib_DeInitialize

		BTLib_GetLocalInfo

		BTLib_SetLocalInfo

		BTLib_RegistLocalInfo

		BTLib_Inquiry

		BTLib_GetDeviceHandle

		BTLib_GetDeviceInfo

		BTLib_GetServiceInfo

		BTLib_SelectDevice

		BTLib_SetPassKey

		BTLib_CreateBond

		BTLib_RegistDeviceInfo

		BTLib_SearchDeviceInfo

		BTLib_DeleteDeviceInfo

		BTLib_GetDefaultDeviceInfo

		BTLib_SetDefaultDevice












 


 
 
 
 
 
 
 
 
 


DT-5100 シリーズ 
CASSIOPEIA 


ライブラリマニュアル for C#.NET  
【カメラライブラリ編】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


Ver 3.00 


 







 


変 更 履 歴 


No Revision 更新日 項 改訂内容 


１ 1.00 03/1/20 初版 初版発行 


2 3.00 05/03/15  表紙と目次を追加しました。 


３ 〃 〃 1 使用方法を修正 


４     


５     


６     


７     


８     


９     


１０     


１１     


１２     


１３     


１４     


１５     


１６     


１７     


１８     


１９     


２０     


２１     


２２     


２３     


２４     


２５     


 
 
 
 


 







 


目次 
1 カメラ ライブラリ関数リファレンス ............................................................................................................................1 


1.1 プログラム構成...........................................................................................................................................................1 
1.2 詳細情報 ......................................................................................................................................................................1 
1.3 使用方法 ......................................................................................................................................................................1 
1.4 関数一覧 ......................................................................................................................................................................2 
1.5 関数リファレンス.......................................................................................................................................................2 


CAMOpen.......................................................................................................................................................................................... 3 
CAMClose.......................................................................................................................................................................................... 4 
CAMStartPreview ............................................................................................................................................................................ 5 
CAMStopPreview.............................................................................................................................................................................. 6 
CAMSingleCapture .......................................................................................................................................................................... 7 
CAMGetImageSettings.................................................................................................................................................................... 8 
CAMSetImageSettings..................................................................................................................................................................... 9 
CAMContinuousCapture ............................................................................................................................................................... 10 
CAMGetLightMode ........................................................................................................................................................................ 11 
CAMSetLightMode......................................................................................................................................................................... 12 
CAMGetDigitalZoom...................................................................................................................................................................... 13 
CAMSetDigitalZoom ...................................................................................................................................................................... 14 
CAMGetSensitivity......................................................................................................................................................................... 15 
CAMSetSensitivity ......................................................................................................................................................................... 16 
CAMRedrawPreview...................................................................................................................................................................... 17 


 


 







 


1 カメラ ライブラリ関数リファレンス 


 


1.1  プログラム構成 


■CameraCs.dll  C# .NET 用 カメラクラスライブラリ 
■Camera.dll   カメラライブラリ本体（DT-5100 本体内蔵） 
■CamHw.dll   カメラライブラリ本体（DT-5100 本体内蔵） 
 


1.2  詳細情報 


詳細情報は、ライブラリマニュアル for C++ 【カメラライブラリ編】をご参照下さい。 
 


1.3  使用方法 


・VisualStudio.NET を起動し、Visual C# プロジェクト － スマートデバイスアプリケーションにてプロジェクト


を作成してください。 
・作成したプロジェクトの「参照設定」に「CameraCs.dll」を追加してください。 
・プロジェクトのソースファイルの先頭に 「using CalibCs;」を記入して下さい。 
・システムライブラリのクラスは「CameraCs」です。 


メソッド（関数）はCameraCs.関数名 と記述して下さい。 
定数はCameraCs.定数 と記述して下さい。 


 


・Visual Studio.NET にてデバックを行うと「参照設定」に追加した「CameraCs.dll」も自動的に本体にコピーされま


す。手動でアプリケーションを動作させる場合は、実行するアプリケーションと同じ場所に「CameraCs.dll」をコピー


しておく必要があります。 
 
［使用例］ 


.NET ライブラリマニュアル【概要編】3.6 C#.NET アプリケーションでの使用例を参照ください。 
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1.4  関数一覧 


NO. 関数名 機能 
01 CAMOpen カメラドライバをロードします。 
02 CAMClose カメラドライバをアンロードします。 
03 CAMStartPreview プレビューを開始します。 
04 CAMStopPreview プレビューを停止します。 
05 CAMSingleCapture 1 画面分の静止画を取り込み、ファイルとして出力します。 
06 CAMGetImageSettings JPEG圧縮率など、取り込む静止画のオプションを取得します。


07 CAMSetImageSettings JPEG圧縮率など、取り込む静止画のオプションを指定します。


08 CAMContinuousCapture 連写画像を取り込み、指定した枚数分のファイルとして出力しま


す。


09 CAMGetLightMode 現在の撮影モードを取得します。


10 CAMSetLightMode 撮影モードを指定します。


11 CAMGetDigitalZoom 現在のデジタルズーム設定を取得します。


12 CAMSetDigitalZoom デジタルズームの設定を行います。


13 CAMGetSensitivity 現在の明るさを取得します。


14 CAMSetSensitivity 明るさを設定します。


15 CAMRedrawPreview プレビュー画面の再描画を行います。


 


1.5  関数リファレンス 


次頁より、関数リファレンスを説明します。 
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CAMOpen 
 
機能 カメラドライバをロードします。 
 
書式 int CAMOpen( ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 
 
戻り値 
 CAM_SUCCESS  カメラドライバのロードに成功しました。 
 CAM_OPENERROR カメラドライバが既にロードされているか、 


    もしくはカメラを使用できません。 
 
クラス CameraCs 
 
備考 カメラドライバを使用する際には、必ずこの関数をコールしてください。 
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CAMClose 
 
機能 カメラドライバをアンロードします。 


 
書式 int CAMClose( ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 
 
戻り値 
 CAM_SUCCESS  カメラドライバのロードに成功しました。 
 CAM_NOTOPENED カメラドライバがロードされていません。 
 
クラス CameraCs 
 
備考 カメラドライバの使用を終了、またはアプリケーションプログラムを終了する際には、必ずこの関数をコールして


ください。 
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CAMStartPreview 
 
機能 プレビューを開始します。 


 
書式 int CAMStartPreview( int hWnd, int nX, int nY, int nResSize) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
int hWnd  プレビューを表示するウィンドウハンドルを指定します。 
int nX  プレビューを表示する左上のX 座標を指定します(0～239)。 
int nY  プレビューを表示する左上の Y 座標を指定します(0～319)。 
int nResSize  プレビューの画像解像度を指定します。 


   CAM_1PER9VGA  1/9VGA サイズ ( 213 x 160) 
 
戻り値 
 CAM_SUCCESS   プレビュー開始に成功しました。 
 CAM_NOTOPENED  カメラドライバがロードされていません。 
 CAM_INVALID_PARAM  引数が正しくありません。 
 CAM_ SHOW_ERROR  プレビューを表示できません。 


     ウィンドウハンドルや表示座標値を確認してください。 
 CAM_ INTERNAL_ERROR  内部エラーです。 
 
クラス CameraCs 
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CAMStopPreview 
 
機能 プレビューを停止します。 


 
書式 int CAMStopPreview( ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 
 
戻り値 
 CAM_SUCCESS   プレビューの停止に成功しました。 
 CAM_NOTOPENED  カメラドライバがロードされていません。 
 CAM_ NOT_STARTED  プレビューが開始されていません。 
 
クラス CameraCs 
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CAMSingleCapture 
 
機能 1 画面分の静止画を取り込み、ファイルとして出力します。 


 
書式 int CAMSingleCapture( string lpszFileName, int nImageFormat, int nResSize) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
string lpszFileName 出力するファイル名をフルパスで指定します。 
int nImageFormat 画像ファイル形式を指定します。 
   CAM_JPEG  JPEG ファイル形式で保存します。 
   CAM_BMP  BMP ファイル形式で保存します。 
int nResSize  プレビューの画像解像度を指定します。 
   CAM_VGA  VGA サイズ     ( 640 x 480) 
   CAM_4PER9VGA  4/9VGA サイズ  ( 426 x 320) 
   CAM_QVGA  1/4VGA サイズ  ( 320 x 240) 
   CAM_1PER9VGA  1/9VGA サイズ  ( 213 x 160) 
 
戻り値 
 CAM_SUCCESS   静止画の取り込みに成功しました。 
 CAM_NOTOPENED  カメラドライバがロードされていません。 
 CAM_INVALID_PARAM  引数が正しくありません。 
 CAM_NOT_STARTED  プレビューが開始されていません。 
 CAM_FILE_ERROR  画像ファイルを保存できません。 
   パス名やディスク残り容量、ストレージデバイスの有無などを確認してください。 
 CAM_INTERNAL_ERROR  内部エラーです。 
 
クラス CameraCs 
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CAMGetImageSettings 
 
書式 JPEG 圧縮率など、取り込む静止画のオプションを取得します。 
 
書式 int CAMGetImageSettings( ref CAM_IMAGE_SET lpImageSettings ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
ref CAM_IMAGE_SET lpImageSettings  CAM_IMAGE_SET データ構造体 
 
戻り値 
 CAM_SUCCESS   プレビューの停止に成功しました。 
 CAM_NOTOPENED  カメラドライバがロードされていません。 
 
クラス CameraCs 
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CAMSetImageSettings 
 
書式 JPEG 圧縮率など、取り込む静止画のオプションを指定します。 
 
書式 int CAMSetImageSettings( ref CAM_IMAGE_SET lpImageSettings ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
ref CAM_IMAGE_SET lpImageSettings  CAM_IMAGE_SET データ構造体 
 
戻り値 
 CAM_SUCCESS   プレビューの停止に成功しました。 
 CAM_NOTOPENED  カメラドライバがロードされていません。 


 CAM_INVALID_PARAM  引数が正しくありません。 
 
クラス CameraCs 
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CAMContinuousCapture 
 
機能 連写画像を取り込み、指定した枚数分のファイルとして出力します。 


 
書式 int CAMContinuousCapture( string lpszFileName, int nImageFormat, 
     int nNumOfFiles, int nFrameRate) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
string lpszFileName 出力するファイルのベース名をフルパスで指定します。 
int nImageFormat 画像ファイル形式を指定します。 
   CAM_JPEG  JPEG ファイル形式で保存します。 
   CAM_BMP  BMP ファイル形式で保存します。 
int nNumOfFiles 取り込む連写画像の枚数を 1～20 の範囲で指定します。 
int nFrameRate 取り込む連写画像のフレームレートを指定します。 
   CAM_5FPS  5 フレーム/秒 
   CAM_15FPS  15 フレーム/秒 
 
戻り値 
 CAM_SUCCESS   連写画像の取り込みに成功しました。 
 CAM_NOTOPENED  カメラドライバがロードされていません。 
 CAM_INVALID_PARAM  引数が正しくありません。 
 CAM_NOT_STARTED  プレビューが開始されていません。 
 CAM_FILE_ERROR  画像ファイルを保存できません。 
       パス名やディスク残り容量、ストレージデバイスの有無などを確認してください。 
 CAM_INTERNAL_ERROR  内部エラーです。 
 
クラス CameraCs 
 
備考 本関数は、指定されたファイル名に 2 桁の番号を付加して出力します。 
 画像サイズは 1/9VGA (213x160)のみです。 
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CAMGetLightMode 
 
機能 現在の撮影モード(ホワイトバランス)を取得します。 


 
書式 int CAMGetLightMode( ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 
 
戻り値 
 CAM_LIGHT_AUTO  自動。(デフォルト) 
 CAM_OUTDOOR   屋外(自然光)。 
 CAM_INCANDESCE  白熱灯。 
 CAM_FLUORESCENT  蛍光灯。 
 CAM_NOTOPENED  カメラドライバがロードされていません。 
 
クラス CameraCs 
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CAMSetLightMode 
 
機能 現在の撮影モード(ホワイトバランス)を設定します。 


 
書式 int CAMSetLightMode( int nLightMode ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
int  nLightMode  撮影モードを設定します。 
  CAM_LIGHT_AUTO 自動。(デフォルト) 
  CAM_OUTDOOR  屋外(自然光)。 
  CAM_INCANDESCE 白熱灯。 
  CAM_FLUORESCENT 蛍光灯。 
 
戻り値 
 CAM_SUCCESS   設定に成功しました。 
 CAM_NOTOPENED  カメラドライバがロードされていません。 
 CAM_INVALID_PARAM  引数が正しくありません。 
 
クラス CameraCs 
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CAMGetDigitalZoom 
 
機能 現在のデジタルズーム設定を取得します。 


 
書式 int CAMGetDigitalZoom() 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 
 
戻り値 
 CAM_ZOOM_NONE  1 倍(デジタルズームを使用しない)。(デフォルト) 
 CAM_ZOOM_15   1.5 倍。 
 CAM_ZOOM_20   2.0 倍。 
 CAM_ZOOM_30   3.0 倍。 
 CAM_NOTOPENED  カメラドライバがロードされていません。 
 
クラス CameraCs 
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CAMSetDigitalZoom 
 
機能 現在のデジタルズーム設定を設定します。 


 
書式 int CAMSetDigitalZoom( int nZoom ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
int nZoom  デジタルズームの倍率を指定します。 
  CAM_ZOOM_NONE 1 倍(デジタルズームを使用しない)。(デフォルト) 
  CAM_ZOOM_15  1.5 倍。 
  CAM_ZOOM_20  2.0 倍。 
  CAM_ZOOM_30  3.0 倍。 
 
戻り値 
 CAM_SUCCESS   設定に成功しました。 
 CAM_NOTOPENED  カメラドライバがロードされていません。 
 CAM_INVALID_PARAM  引数が正しくありません。 
 
クラス CameraCs 
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CAMGetSensitivity 
 
機能 現在の明るさ（露出補正値）を取得します。 


 
書式 int CAMGetSensitivity( ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 
 
戻り値 
 CAM_NOTOPENED カメラドライバがロードされていません。 
 0～24   0(暗い)～24(明るい)の範囲で、明るさの数値が返されます。 


    デフォルトは 12 です。 
 
クラス CameraCs 
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CAMSetSensitivity 
 
機能 現在の明るさ（露出補正値）を設定します。 


 
書式 int CAMSetSensitivity( int  nSensitivity ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
int nSensitivity  0(暗い)～24(明るい)の範囲で、明るさの数値を指定します。 
 
戻り値 
 CAM_SUCCESS   設定に成功しました。 
 CAM_NOTOPENED  カメラドライバがロードされていません。 
 CAM_INVALID_PARAM  引数が正しくありません。 
 
クラス CameraCs 
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CAMRedrawPreview 
 
機能 プレビュー画面の再描画を行います。 


 
書式 int CAMRedrawPreview( ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 
 
戻り値 
 CAM_SUCCESS   正常終了。 
 CAM_NOTOPENED  カメラドライバがロードされていません。 
 
クラス CameraCs 
 
備考 この関数は、プレビュー画面上にメッセージボックス等が表示され、再描画が必要なときにコールします。通常はアプリケ


ーションプログラムに WM_PAINT メッセージが送られてきたときにコールしてください。 
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1 スキャナ（OBR）ライブラリ 関数リファレンス 


 


1.1  プログラム構成 


■LCUDRVCs.dll  C# .NET 用 OBR クラスライブラリ 
■LCUDRV.dll   スキャナ（OBR）ライブラリ本体 
 


1.2  使用方法 


・VisualStudio.NEＴを起動し、Visual C# プロジェクト － スマートデバイスアプリケーションにてプロジェクト


を作成してください。 
・作成したプロジェクトの「参照設定」に「LCUDRVCs.dll」を追加してください。 
・プロジェクトのソースファイルの先頭に 「using CalibCs;」を記入して下さい。 
・システムライブラリのクラスは「LCUDRVCs」です。 


メソッド（関数）はLCUDRVCs.関数名 と記述して下さい。 
定数はLCUDRVCs.定数 と記述して下さい。 
 


・VisualStudio.NET にてデバッグを行うと「参照設定」に追加した「ClbSysCs.dll」も自動で本体にコピーされます。


手動でアプリケーションを動作させる場合は、実行するアプリケーションと同じ場所に「ClbSysCs.dll」をコピーして


おく必要があります。 
 


［使用例］ 


.NET ライブラリマニュアル【概要編】3.6 C#.NET アプリケーションでの使用例を参照ください。 
 


1.3  機能、LOG情報 


機能詳細、LOG 情報に関しては、ライブラリマニュアル for C++【スキャナライブラリ編】を参照してください。 


1 







 


1.4  関数一覧 


NO. 関数名 機能 
01 OBROpen OBR BIOS 開始処理 
02 OBRClose OBR BIOS 終了処理 
03 OBRGetc OBR バッファ１文字リード 
04 OBRGets OBR バッファ文字列リード 
05 OBRGetStat OBR バッファの状態参照 
06 OBRClearBuff OBR バッファのクリア 
07 OBRGetScanningMode OBR 動作モード参照 
08 OBRSetScanningMode OBR 動作モード設定 
09 OBRChangeBuffMode OBR バッファの切替え 
10 OBRGetScanningCode OBR 読取コード情報GET 
11 OBRGetCode39Option OBR CODE-39 情報GET 
12 OBRGetNW7Option OBR NW-7 情報GET 
13 OBRGetWPCAOption OBR WPCA 情報GET 
14 OBRGetWPCOption OBR WPC 情報GET 
15 OBRGetUPCAOption OBR UPCA 情報GET 
16 OBRGetUPCOption OBR UPC 情報GET 
17 OBRGetIDF2o5Option OBR Industrial2of5 情報GET 
18 OBRGetITF2o5Option OBR Interleaved2of5 情報GET 
19 OBRGetCode93Option OBR CODE-93 情報GET 
20 OBRGetCode128Option OBR CODE-128 情報GET 
21 OBRGetMSIOption OBR MSI 情報GET 
22 OBRGetIATAOption OBR IATA 情報GET 
23 OBRGetScanningType OBR 読取方式情報GET 
24 OBRGetBuzzer OBR ブザー制御情報GET 
25 OBRGetLED OBR LED 制御情報GET 
26 OBRGetBuffType OBR 出力バッファ情報GET 
27 OBRGetSuffixChar OBR 終了コード情報GET 
28 OBRGetModeReadAction OBR 読取動作モード情報GET 
29 OBRGetCheckCounter OBR 照合回数情報GET 
30 OBRGetScanningCounter OBR 読取回数情報GET 
31 OBRGetScanningTimeout OBR スキャン終了監視タイマ情報GET 
32 OBRSetScanningCode OBR 読取コード情報 SET 
33 OBRSetCode39Option OBR CODE-39 情報 SET 
34 OBRSetNW7Option OBR NW-7 情報 SET 
35 OBRSetWPCAOption OBR WPCA 情報 SET 
36 OBRSetWPCOption OBR WPC 情報 SET 
37 OBRSetUPCAOption OBR UPCA 情報 SET 
38 OBRSetUPCOption OBR UPC 情報 SET 
39 OBRSetIDF2o5Option OBR Industrial2of5 情報 SET 
40 OBRSetITF2o5Option OBR Interleaved2of5 情報SET 
41 OBRSetCode93Option OBR CODE-93 情報 SET 
42 OBRSetCode128Settings OBR CODE-128 情報 SET 
43 OBRSetMSIOption OBR MSI 情報 SET 
44 OBRSetIATAOption OBR IATA 情報 SET 
45 OBRSetScanningType OBR 読取方式情報 SET 
46 OBRSetBuzzer OBR ブザー制御情報 SET 
47 OBRSetLED OBR LED 制御情報 SET 
48 OBRSetSuffixChar OBR 終了コード情報 SET 
49 OBRSetModeReadAction OBR 読取動作モード情報SET 
50 OBRSetCheckCounter OBR 照合回数情報 SET 
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NO. 関数名 機能 
51 OBRSetScanningCounter OBR 読取回数情報 SET 
52 OBRSetScanningTimeout OBR スキャン終了監視タイマ情報 SET 
53 OBRSetDefaultSymbology OBR 初期値情報 SET 
54 OBRSetIniFileOption OBR ini File 読込み情報 SET 
55 OBRUpDateIniFileOption OBR ini File 書き込み 
56 OBRGetFilterFunction OBR フィルタモード情報GET 
57 OBRSetFilterFunction OBR フィルタモード情報SET 
58 OBRGetFilterOnTimer OBR フィルタON タイマ情報GET 
59 OBRSetFilterOnTimer OBR フィルタON タイマ情報 SET 
60 OBRIntLogRequest OBR LOG 情報採取要求 


 


1.5  関数リファレンス 


次頁より、関数リファレンスを説明します。 
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OBROpen 
 
機能 OBR の開始処理を行ないます。 


①動作モードの更新 


②バッファの初期化 


③OBR システムデータの読込み 


④ハードウエア制御（割込み etc） 


⑤トリガーキーの登録を行い、トリガーキーをドライバに専有します。 
 
書式 int  OBROpen(HANDEL apHwnd,uint dwMode); 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
    HANDEL apHwnd    ：アプリケーションウィンドウハンドル 


                 キー入力データ出力（指定したウィンドウハンドルに出力）指定する 


                 場合に本パラメータにて指定されたウィンドウハンドルに出力します 
                 注：動作モード設定の出力バッファ指定を参照して下さい 


 uint  dwMode   ：オープンモード（以下の項目の論理和で指定） 


    OBR_CD39  ：CODE39 
    OBR_NW_7 ：NW-7 
    OBR_WPCA  ：WPC(UPC-E 以外)addon 
    OBR_WPC  ：WPC(UPC-E 以外)  
    OBR_UPEA  ：UPC-E addon 
    OBR_UPE  ：UPC-E 
    OBR_IDF ：Industrial 2of5 
    OBR_ITF ：Interleaved 2of5 
    OBR_CD93  ：CODE93 
    OBR_CD128  ：CODE128 
    OBR_MSI  ：MSI 
    OBR_IATA  ：IATA 
    OBR_CHK_ON ：ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ実行指示 
    OBR_OUT_ON ：ﾁｪｯｸｷｬﾗｸﾀ 出力指示 
戻り値 
 OBR_OK         0x00000000 ：正常終了 
 OBR_PON        0xFFFF0700：オープン済み 
 OBR_NOT_DEVICE      0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 OBR_ERROR_HOTKEY      0xFFFF0705：RegisterHotKey ｴﾗｰ（ﾄﾘｶﾞｰｷｰ登録失敗） 
 
備考  


現在設定されている動作モードでオープンする場合は、オープンモードに“０”を指定します。 
オープンモードが“０”以外の場合、動作モードを一度初期化し、指定されたコードの内容で設定を行ない


ます。使用コードのチェックデジット／チェックキャラクタ以外の項目は初期値になります。 
本関数で設定できない項目は、動作モードの設定関数で設定を行ってください。 
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OBRClose 
 
機能 ＯＢＲの終了処理を行ないます。 


①ハードウェア制御（割込み etc） 


②トリガーキーの解放を行い、ドライバによるトリガーキー専有を解放します。 
 
書式 int OBRClose() ; 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
 なし 
戻り値 
 OBR_OK  0x00000000  ：正常終了 
 OBR_POF  0xFFFF0701  ：クローズ済み 
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OBRGetc 
 
機能 OBR バッファから 1 文字読み出します。 
 
書式 int OBRGetc(ref uint  dwRcd); 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
 ref uint  dwRcd    ：読取りコード格納先へのポインタ 
   OBR_NONDT ：データなし  
   OBR_CD39 ：CODE39 
   OBR_NW_7 ：NW-7 
   OBR_WPCA  ：WPC(UPC-E 以外)addon 
   OBR_WPC  ：WPC(UPC-E 以外)  
   OBR_UPEA  ：UPC-E addon 
   OBR_UPE  ：UPC-E 
   OBR_IDF  ：Industrial 2of5 
   OBR_ITF  ：Interleaved 2of5 
   OBR_CD93  ：CODE93 
   OBR_CD128  ：CODE128 
   OBR_MSI  ：MSI 
   OBR_IATA  ：IATA 
戻り値 


 OBR データ（１文字） 


 


  ＊：未オープン状態にて本関数を実行する場合以下の異常終了が発生することがあります。 


 OBR_NOT_DEVICE      0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
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OBRGets 
 
機能 OBR バッファから１コード分の文字列を読み出します。 
 
書式 int OBRGets(ref byte[]  buff,ref uint  dwRcd,ref byte[]  lengs) ; 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
 byte    *buff  ：OBR データ出力先へのポインタ 
 
 uint *dwRcd  ：読取りコード格納先へのポインタ 
     OBR_NONDT ：データなし  
     OBR_CD39  ：CODE39 
     OBR_NW_7 ：NW-7 
     OBR_WPCA  ：WPC(UPC-E 以外)addon 
     OBR_WPC  ：WPC(UPC-E 以外)  
     OBR_UPEA  ：UPC-E addon 
     OBR_UPE   ：UPC-E 
     OBR_IDF   ：Industrial 2of5 
     OBR_ITF   ：Interleaved 2of5 
     OBR_CD93  ：CODE93 
     OBR_CD128  ：CODE128 
     OBR_MSI   ：MSI 
     OBR_IATA  ：IATA 
 
 ,byte    *lengs  ：データバイト数格納先へのポインタ 
 
戻り値 
 OBR_OK         0x00000000 ：正常終了 
 OBR_NOT_DEVICE     0xFFFF0703 ：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704 ：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
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OBRGetStat 
 
機能 OBR バッファの状態を読み出します。 
 
書式 int OBRGetStat(ref uint  dwLeng,ref byte[]  lcnt) ; 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
 uint * dwLeng   ：バッファ内の残りバイト数格納先へのポインタ 
 byte    *lcnt     ：バッファ内の残り段数格納先へのポインタ 
戻り値 
 OBR_OK         0x00000000 ：正常終了 
 OBR_NOT_DEVICE      0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
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OBRClearBuff 
 
機能 OBR バッファのクリアを行ないます。 
 
書式 int OBRClearBuff(void) ; 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
 なし 
 
戻り値 
 OBR_OK        0x00000000  ：正常終了 
 OBR_NOT_DEVICE     0xFFFF0703 ：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704 ：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 


本関数では、OBR バッファの管理情報のみをクリアし、バッファ内のデータはクリアしません。 
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OBRGetScanningMode 
 
機能 OBR の動作モードを読込みます。 
 
書式 int OBRGetScanningMode(ref M_TBL    modtbl) ; 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
 M_TBL *modtbl ：動作モードテーブル格納エリアへのポインタ 


struct { 
 uint Code;   /* 読み取り可能コード  */ 
 byte    Cd39[6];  /* Code39   */ 
 byte    Nw7[6];  /* Nw-7    */ 
 byte    Wpcea[6]; /* Wpc(Upc-e 以外)addon  */ 
 byte    Wpce[6];  /* Wpc(Upc-e 以外)   */ 
 byte    Upcea[6];  /* Upc-e addon   */ 
 byte    Upce[6];  /* Upc-e    */ 
 byte    Idsf[6];  /* Industrial 2of5   */ 


  byte    Itrf[6];  /* Interleaved 2of5   */ 
 byte    Cd93[6];  /* Code93   */ 
 byte    Cd128[6]; /* Code128   */ 
 byte    Msi[6];  /* MSI    */ 
 byte    Iata[6];  /* IATA    */ 
 byte    Resv[20][6]; /* 拡張用    */ 
    /*  配列[0]ﾘｻﾞｰﾌﾞ   */ 
    /*     [1]読み取り桁数(Min)  */ 
    /*     [2]読み取り桁数(Max)  */ 
    /*     [3]出力フォーマット  */ 
    /*     [4]ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ実行指示 */ 
    /*     [5]ﾁｪｯｸｷｬﾗｸﾀ 出力指示 */ 
 byte    Type;  /* 読み取り方式の設定  */ 
 byte    Gain;  /* Reserved    */ 
 byte    Buzc;  /* ブザーコントロールの設定 */ 
 byte    Ledc;  /* LED コントロールの設定  */ 
 byte    Bufc;  /* 出力バッファの設定  */ 
 byte    Endc;  /* 終了コードの設定  */ 
 byte    Mode;  /* 通常読み/段数読み指定  */ 
 byte    Dumy;  /* 拡張用    */ 
 Int   cmp_ct;  /* 照合回数        */ 
 Int   rd_ct;  /* 読み取り回数         */ 
  int  scn_tm;   /* 終了監視ﾀｲﾏｶｳﾝﾀ        */ 
 uint  gobrW_LCid ;  /* 拡張用    */ 
 uint  gobrW_SMid ;  /* 拡張用    */ 
 uint  gobrW_OWid ; /* 拡張用    */  


} M_TBL 
戻り値 
 OBR_OK         0x00000000 ：正常終了 
 OBR_NOT_DEVICE      0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
備考 


動作モードテーブルの内容については、P.12動作モードテーブルを参照してください。 


本関数で参照できない項目は、データ管理関数を参照してください。 
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OBRSetScanningMode 
 
機能 OBR の動作モードを書込みます。 


①読取り誤動作を防止するため、OBR オープン中の本関数の実行はできません。 


また本関数実行前に、OBR バッファをクリアしてください。 


②設定パラメータ内にエラーを発見した場合、そのパラメータについては無効としますが、その他のパラメータ


については設定を引続き行ないます。 


（パラメータ内に１つ以上エラーがあった場合の戻り値は、E_PRM とします） 
 
書式 int OBRSetScanningMode(ref M_TBL   modtbl) ; 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
 ref M_TBL   modtbl ：動作モードテーブル格納エリアへのポインタ 


     （構造体は OBRGetScanningMode 関数を参照） 
戻り値 
 OBR_OK         0x00000000 ：正常終了 
 OBR_PRM             0xFFFFFFFE：引数データエラー 
 OBR_PON            0xFFFF0700：オープン済み 
 OBR_NOT_DEVICE      0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE   0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
備考 


動作モードテーブルの内容については、P.12動作モードテーブルを参照してください。 


本関数で設定できない項目は、データ管理関数を用いて設定してください。 
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■動作モードテーブル 
項目 内容  初期値 設


定 
参


照 
読取りコード 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４バイト） 


b31     b0 
 
 
               
         CODE39 
 リザーブ       NW-7 
        WPC addon 
              WPC 
         UPC E addon  


                                          UPCE 
       IDF 
                                          ITF 


                   CODE93                   
CODE128                        


         MSI                           
IATA 


 
＊１ 読取るコードに該当するビットをＯＮ（１）にします。 


（OBR_open 関数のオープンモード指定マクロの論理和でも設


定可能） 
＊２ 読取り精度を高めるため、必要なコードのみ読取り設定するこ


とを 
推奨します。 


全て 
選択 
(FFFh) 


○ ○ 
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読取り桁数の設


定 
 
出力フォーマッ


ト 
の設定 
 
チェックデジッ


ト 
の計算指定 
 
チェックキャラ


クタの出力指定 
 
 
 
 
（１９２バイ


ト） 


リザーブ Min Max 出力
ﾌｫｰﾏｯﾄ


ﾁｪｯｸ
ﾃﾞｼﾞｯﾄ


ﾁｪｯｸ
ｷｬﾗｸﾀ


FFh 2 38 0 *1 0 1 CODE-39
FFh 2 38 0 *2 - - NW-7
FFh 10 18 - 1 - WPC(UPCE以外) addon
FFh 8 13 - 1 - WPC(UPCE以外)
FFh 9 12 - 1 1 UPCE addon
FFh 7 7 ー 1 1 UPCE 
FFh 2 40 - 1 1 Industrial 2of5
FFh 4 40 - 1 1 Interleaved 2of5
FFh 3 40 - 1 - CODE-93
FFh 2 64 0 *3 1 - CODE-128
FFh 1 40 - 1 *4 1 MSI
FFh 1 40 - 0 *5 - IATA
FFh - - - - - リザーブ


- 指定なし（各種コードの固定値）


変更不可（値のチェックなし）


ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ OBR_CHKDOFF：計算無し OBR_CHKDON：計算有り


ﾁｪｯｸｷｬﾗｸﾀ OBR_CHKKOFF：出力無し OBR_CHKKON：出力有り


*1 CODE39 出力ﾌｫｰﾏｯﾄ OBR_39SON(00h)：Start/Stopコード有り
OBR_39SOFF(01h)：Start/Stopコード無し
OBR_39ASON(02h)：Full ASCII Start/Stopコード有り
OBR_39ASOFF(03h)：Full ASCII Start/Stopコード無し


*2 NW-7 出力ﾌｫｰﾏｯﾄ OBR_NWSON(00h)：Start/Stopコード有り
OBR_NWSOFF(01h)：Start/Stopコード無し


*3 CODE128 出力ﾌｫｰﾏｯﾄ OBR_128AON(00h)：変換後(ASCII)のﾃﾞｰﾀを出力
OBR_128AOFF(01h)：変換前のﾃﾞｰﾀを出力
OBR_128EAN(02h)：EAN-128出力有り
OBR_128AIM(06h)：EAN-128コードID出力有り
OBR_128FNC(0Ah)：EAN-128Fnc→GS出力有り


変換前/後の対応は本仕様書最終頁参照


*4 MSIﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ OBR_CHKDOFF(00h)：ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ無し
OBR_CHKDON(01h)：1 桁，mod10
OBR_CDMSEV(02h)：2 桁，1st : mod11 2nd : mod 10
OBR_CDMSTN(03h)：2 桁，1st : mod10 2nd : mod 10


*5 IATAﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ OBR_CHKDOFF(00h)：ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ無し(読取り桁数1-40)
OBR_CHKDON(01h)：最終ｷｬﾗｸﾀ以外を対象(読取り桁数2-40)
OBR_CDMSEV(02h)：ｸｰﾎﾟﾝ番号/数値部を対象(読取り桁数15-17)
OBR_CDMSTN(03h)：数値部を対象(読取り桁数15-17)  


左の表 
参照 


○ ○ 


 
項目 内容 初期値 参照 設定 
読取り方式の設


定 
 
 
 
（１バイト） 


b7         b0 
                  OBR_TYPE0(00h)：単発読み 
                  OBR_TYPE1(01h)：連続読み(ﾄﾘｶﾞｷｰ有り) 
                  OBR_TYPE2(02h)：連続読み(ﾄﾘｶﾞｷｰ無し) 


(非公開) 
                  OBR_TYPE3(03h)：連続読み(ﾄﾘｶﾞｷｰ切替え) 


(非公開) 
                  OBR_TYPE4(04h)：連続読み(2 ｱｸｼｮﾝﾓｰﾄﾞ) 


(非公開) 
                  OBR_TYPE5(05h)：連続読み(回数読み) 


(非公開) 


連続 
読み 


○ ○ 


ブザー制御の設


定 
 
（１バイト） 


b7         b0 
                  OBR_BUZOFF(00h)：ブザー制御無し 
                  OBR_BUZON(01h)：ブザー制御有り 


ブザー 
有り 


○ ○ 


ＬＥＤ制御の設


定 
 
 
（１バイト） 


b7         b0 
                  OBR_LEDOFF(00h)：ＬＥＤ制御無し 
                  OBR_LEDON(01h)：ＬＥＤ制御有り 
                  OBR_LEDEROF(02h)：ＬＥＤ制御有り(ｴﾗｰ
除く) 


Ｌ Ｅ Ｄ


有り 
(ｴﾗｰ 
除く) 


○ ○ 
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出力バッファ 
の参照 
 
（１バイト） 


b7         b0 
                  OBR_BUFOBR(00h)：ＯＢＲバッファに出力 
                  OBR_STOFF(02h)：ＫＥＹバッファに出力 
                         
（OBROpen 要求にて指定された、 


ウィンドウハンドルにキー出力） 


OBR_ASTOFF(03h)：ＫＥＹバッファに出


力 
（アクティブ状態のウィンドウに 
キー出力） 


 


ＯＢＲ 
ﾊﾞｯﾌｧ 


○ × 


修了コードの設


定 
(ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの最後


尾に付加するｺｰ


ﾄﾞ) 
（１バイト） 


b7         b0 
                  OBR_ENDCR(00h)：ＣＲ 
                  OBR_ENDLF(01h)：ＬＦ 
                  OBR_ENDCL(02h)：ＣＲ＋ＬＦ 
 


CR ○ ○ 


読取り動作の設


定 
 
（１バイト） 


b7         b0 
                  OBR_NORM(00h)：通常読み 
                  OBR_DANN(01h)：段数読み 


通常 
読み 


○ ○ 


照合回数の設定 
（４バイト） 


照合回数は、読み取ったバーコードの正当性をとる為、照合回


数分同一バーコードデータ読み取りを行います。 
（指定範囲 1～9） 


1 ○ ○ 


読取り回数の設


定 
（４バイト） 


読取り方式を連続読みに指定した場合、読取り回数分連続にバ


ーコードの読み取りを行います。 
（指定範囲 1～9） 


3 ○ ○ 


読取り監視タイ


マ 
（４バイト） 


読み取りを開始してから読み取り終了までの監視タイマです。 
（指定範囲 1～9（単位：秒）） 


5 ○ ○ 


フィルタモード


設定 
（４バイト） 


b31     b0 
             OBR_NOFILTER (0)：フィルタ無 
             OBR_SOFTFILTER (1)：ソフトフィルタ有 
             OBR_HARDFILTER (2)：ハードフィルタ有 
             OBR_SOFTHARDFILTER (3)：ソフト/ハードフィ


ルタ有 
 


0 ○ ○ 


フィルタＯＮ監


視 
タイマ（４バイ


ト） 


読取開始（デコード開始）から、フィルタ ON するまでのタイ


マです。 
（指定範囲 1～8（単位：秒）） 


3 ○ ○ 


 
動作モードテーブル内で、記載されていない数値を設定した場合、パラメータエラーとします。 
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OBRChangeBuffMode 
 
機能 OBR データの出力先を、OBR バッファまたは、KEY バッファのどちらかに切替えます。 


KEY バッファの指定にはOBROpen 要求にて指定された、ウィンドウハンドルにキー出力 


するタイプとアクティブ状態のウィンドウにキー出力するタイプの 2 種類があります。 
 
書式 int OBRChangeBuffMode(byte  buftyp) ; 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
 byte buftype ：バッファ種別 
     OBR_BUFOBR 0x00 ：OBR バッファ 
        0x01 ：（予約） 
     OBR_STOFF 0x02 ：KEY バッファ 
                               （OBROpen 要求にて指定された、 


ウィンドウハンドルにキー出力） 
     OBR_ASTOFF 0x03 ：KEY バッファ 


（アクティブ状態のウィンドウ 
にキー出力） 


 
戻り値 
 OBR_OK          0x00000000 ：正常終了 
 OBR_PRM            0xFFFFFFFE：引数データエラー 
 OBR_NOT_DEVICE        0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE   0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 


動作モードテーブルの内容については、P.12動作モードテーブルを参照してください。 


本関数で設定できない項目は、データ管理関数を用いて設定してください。 
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OBRGetScanningCode 
 
機能 OBR の動作モード中、読取コード情報（有効/無効）を読込みます。 
 
書式 int OBRGetScanningCode(ref uint  lpdwMode); 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref uint  lpdwMode：読取コード情報格納エリアへのポインタ 
 
戻り値 
 OBR_OK         0x00000000 ：正常終了 
 OBR_NOT_DEVICE     0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 


読取コード情報の内容については、P.12 動作モードテーブルを参照してください。 
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OBRGetCode39Option 
 
機能 OBR の動作モード中、Code39 情報を読込みます。 
 
書式 int OBRGetCode39Option(ref bool pEnabled, ref byte[] lpbMinLength, 
   ref byte[]  lpbMaxLength, ref byte[]  lpbOutFormat, 
   ref byte[]  lpbCheckDigit, ref byte[]  lpbCheckChar); 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref bool  pEnabled：CODE39 コードの状態格納エリアへのポインタ 
TRUE：Code39 有効 
FALSE：Code39 無効 


  ref byte[]  lpbMinLength：Code39 最小桁数格納エリアへのポインタ 
ref byte[]  lpbMaxLength：Code39 最大桁数格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbOutFormat：Code39 出力フォーマット格納エリアへのポインタ 
  ref byte[]  lpbCheckDigit：チェックデジット指定格納エリアへのポインタ 


ref byte[]  lpbCheckChar：チェックキャラクタ出力指示格納エリアへのポインタ 
戻り値 
 OBR_OK        0x00000000 ：正常終了 
 OBR_NOT_DEVICE     0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 
Code39 情報の内容については、P.12 動作モードテーブルを参照してください。 
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OBRGetNW7Option 
 
機能 OBR の動作モード中、NW7 情報を読込みます。 
 
書式  


int OBRGetNW7Option(ref bool  pEnabled,ref byte[]  lpbMinLength, ref byte[]  lpbMaxLength,  
ref byte[]  lpbOutFormat, ref byte[]  lpbCheckDigit, ref byte[]  lpbCheckChar); 


 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref bool  pEnabled：NW7 コードの状態格納エリアへのポインタ 
TRUE：NW7 有効 
FALSE：NW7 無効 


  ref byte[]  lpbMinLength：NW7 最小桁数格納エリアへのポインタ 
ref byte[]  lpbMaxLength：NW7 最大桁数格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbOutFormat：NW7 出力フォーマット格納エリアへのポインタ 
  ref byte[]  lpbCheckDigit：チェックデジット指定格納エリアへのポインタ 
  ref byte[]  lpbCheckChar：チェックキャラクタ出力指示格納エリアへのポインタ 
戻り値 
 OBR_OK         0x00000000 ：正常終了 
 OBR_NOT_DEVICE     0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE   0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 


NW7 情報の内容については、P.12 動作モードテーブルを参照してください。 
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OBRGetWPCAOption 
 
機能 OBR の動作モード中、WPCA 情報を読込みます。 
 
書式  


int OBRGetWPCAOption(ref bool  pEnabled,ref byte[]  lpbMinLength, ref byte[]  lpbMaxLength, ref 
byte[]  lpbOutFormat, ref byte[]  lpbCheckDigit, ref byte[]  lpbCheckChar) 


 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref bool  pEnabled：WPCA コードの状態格納エリアへのポインタ 
TRUE：WPCA 有効 
FALSE：WPCA 無効 


  ref byte[]  lpbMinLength：WPCA 最小桁数格納エリアへのポインタ 
ref byte[]  lpbMaxLength：WPCA 最大桁数格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbOutFormat：WPCA 出力フォーマット格納エリアへのポインタ 
  ref byte[]  lpbCheckDigit：チェックデジット指定格納エリアへのポインタ 
  ref byte[]  lpbCheckChar：チェックキャラクタ出力指示格納エリアへのポインタ 
 
戻り値 
 OBR_OK         0x00000000 ：正常終了 
 OBR_NOT_DEVICE     0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 


WPCA 情報の内容については、P.12 動作モードテーブルを参照してください。 
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OBRGetWPCOption 
 
機能 OBR の動作モード中、Code39 情報を読込みます。 
 
書式  


int OBRGetWPCOption(ref bool  pEnabled,ref byte[]  lpbMinLength, ref byte[]  lpbMaxLength,  ref 
byte[]  lpbOutFormat, ref byte[]  lpbCheckDigit, ref byte[]  lpbCheckChar); 


 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref bool  pEnabled：WPC コードの状態格納エリアへのポインタ 
TRUE：WPC 有効 
FALSE：WPC 無効 


  ref byte[]  lpbMinLength：WPC 最小桁数格納エリアへのポインタ 
ref byte[]  lpbMaxLength：WPC 最大桁数格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbOutFormat：WPC 出力フォーマット格納エリアへのポインタ 
  ref byte[]  lpbCheckDigit：チェックデジット指定格納エリアへのポインタ 
  ref byte[]  lpbCheckChar：チェックキャラクタ出力指示格納エリアへのポインタ 
 
戻り値 
 OBR_OK        0x00000000 ：正常終了 
 OBR_NOT_DEVICE     0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 


WPC 情報の内容については、P.12 動作モードテーブルを参照してください。 
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OBRGetUPCAOption 
 
機能 OBR の動作モード中、UPCA 情報を読込みます。 
 
書式  


int OBRGetUPCAOption(ref bool  pEnabled,ref byte[]  lpbMinLength, ref byte[]  lpbMaxLength,  ref 
byte[]  lpbOutFormat, ref byte[]  lpbCheckDigit, ref byte[]  lpbCheckChar); 


 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref bool  pEnabled：UPCA コードの状態格納エリアへのポインタ 
TRUE：UPCA 有効 
FALSE：UPCA 無効 


  ref byte[]  lpbMinLength：UPCA 最小桁数格納エリアへのポインタ 
ref byte[]  lpbMaxLength：UPCA 最大桁数格納エリアへのポインタ 
ref byte[]  lpbOutFormat：UPCA 出力フォーマット格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbCheckDigit：チェックデジット指定格納エリアへのポインタ 
  ref byte[]  lpbCheckChar：チェックキャラクタ出力指示格納エリアへのポインタ 
 
戻り値 
 OBR_OK         0x00000000 ：正常終了 
 OBR_NOT_DEVICE      0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 


UPCA 情報の内容については、P.12 動作モードテーブルを参照してください。 
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OBRGetUPCAOption 
 
機能 OBR の動作モード中、UPC 情報を読込みます。 
 
書式  


int OBRGetUPCOption(ref bool  pEnabled,ref byte[]  lpbMinLength, ref byte[]  lpbMaxLength,  ref 
byte[]  lpbOutFormat, ref byte[]  lpbCheckDigit, ref byte[]  lpbCheckChar); 


 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref bool  pEnabled：UPC コードの状態格納エリアへのポインタ 
TRUE：UPC 有効 
FALSE：UPC 無効 


  ref byte[]  lpbMinLength：UPC 最小桁数格納エリアへのポインタ 
ref byte[]  lpbMaxLength：UPC 最大桁数格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbOutFormat：UPC 出力フォーマット格納エリアへのポインタ 
  ref byte[]  lpbCheckDigit：チェックデジット指定格納エリアへのポインタ 
  ref byte[]  lpbCheckChar：チェックキャラクタ出力指示格納エリアへのポインタ 
 
戻り値 
 OBR_OK         0x00000000 ：正常終了 
 OBR_NOT_DEVICE     0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 


UPC 情報の内容については、P.12 動作モードテーブルを参照してください。 
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OBRGetIDF2o5Option 
 
機能OBR の動作モード中、IDF「Industrial 2of5」情報を読込みます。 
 
書式  


int OBRGetIDF2o5Option(ref bool  pEnabled,ref byte[]  lpbMinLength, ref byte[]  lpbMaxLength, 
 ref byte[]  lpbOutFormat, ref byte[]  lpbCheckDigit, ref byte[]  lpbCheckChar); 


 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref bool  pEnabled：IDF コードの状態格納エリアへのポインタ 
TRUE：IDF 有効 
FALSE：IDF 無効 


  ref byte[]  lpbMinLength：IDF 最小桁数格納エリアへのポインタ 
ref byte[]  lpbMaxLength：IDF 最大桁数格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbOutFormat：IDF 出力フォーマット格納エリアへのポインタ 
  ref byte[]  lpbCheckDigit：チェックデジット指定格納エリアへのポインタ 
  ref byte[]  lpbCheckChar：チェックキャラクタ出力指示格納エリアへのポインタ 
 
戻り値 
 OBR_OK        0x00000000 ：正常終了 
 OBR_NOT_DEVICE     0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 


IDF(Industrial 2of5)情報の内容については、P.12 動作モードテーブルを参照してください。 
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OBRGetITF2o5Option 
 
機能 OBR の動作モード中、ITF(Interleaved 2of5)情報を読込みます。 
 
書式  
int OBRGetITF2o5Option(ref bool  pEnabled,ref byte[]  lpbMinLength, ref byte[]  lpbMaxLength,  ref byte[]  
lpbOutFormat, ref byte[]  lpbCheckDigit, ref byte[]  lpbCheckChar); 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
ref bool  pEnabled：ITF コードの状態格納エリアへのポインタ 
TRUE：ITF 有効 
FALSE：ITF 無効 
  ref byte[]  lpbMinLength：ITF 最小桁数格納エリアへのポインタ 
  ref byte[]  lpbMaxLength：ITF 最大桁数格納エリアへのポインタ 
  ref byte[]  lpbOutFormat：ITF 出力フォーマット格納エリアへのポインタ 
  ref byte[]  lpbCheckDigit：チェックデジット指定格納エリアへのポインタ 
  ref byte[]  lpbCheckChar：チェックキャラクタ出力指示格納エリアへのポインタ 
 
戻り値 
 OBR_OK         0x00000000 ：正常終了 
 OBR_NOT_DEVICE      0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 
ITF（Interleaved 2of5）情報の内容については、P.12 動作モードテーブルを参照してください。 
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OBRGetCode93Option 
 
機能 OBR の動作モード中、Code93 情報を読込みます。 
 
書式  


int OBRGetCode93Option(ref bool  pEnabled,ref byte[]  lpbMinLength, ref byte[]  lpbMaxLength, 
 ref byte[]  lpbOutFormat, ref byte[]  lpbCheckDigit, ref byte[]  lpbCheckChar); 


 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref bool  pEnabled：Code93 コードの状態格納エリアへのポインタ 
TRUE：Code93 有効 
FALSE：Code93 無効 


  ref byte[]  lpbMinLength：Code93 最小桁数格納エリアへのポインタ 
ref byte[]  lpbMaxLength：Code93 最大桁数格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbOutFormat：Code93 出力フォーマット格納エリアへのポインタ 
  ref byte[]  lpbCheckDigit：チェックデジット指定格納エリアへのポインタ 
  ref byte[]  lpbCheckChar：チェックキャラクタ出力指示格納エリアへのポインタ 
 
戻り値 
 OBR_OK         0x00000000 ：正常終了 
 OBR_NOT_DEVICE      0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE   0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 


Code93 情報の内容については、P.12 動作モードテーブルを参照してください。 
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OBRGetCode128Option 
 
機能 OBR の動作モード中、Code128 情報を読込みます。 
 
書式  


int OBRGetCode128Option(ref bool  pEnabled,ref byte[]  lpbMinLength, ref byte[]  lpbMaxLength, 
 ref byte[]  lpbOutFormat, ref byte[]  lpbCheckDigit, ref byte[]  lpbCheckChar); 


 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref bool  pEnabled：Code128 コードの状態格納エリアへのポインタ 
TRUE：Code128 有効 
FALSE：Code128 無効 


  ref byte[]  lpbMinLength：Code128 最小桁数格納エリアへのポインタ 
ref byte[]  lpbMaxLength：Code128 最大桁数格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbOutFormat：Code128 出力フォーマット格納エリアへのポインタ 
  ref byte[]  lpbCheckDigit：チェックデジット指定格納エリアへのポインタ 
  ref byte[]  lpbCheckChar：チェックキャラクタ出力指示格納エリアへのポインタ 
 
戻り値 
 OBR_OK        0x00000000 ：正常終了 
 OBR_NOT_DEVICE     0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 


Code128 情報の内容については、P.12 動作モードテーブルを参照してください。 
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OBRGetMSIOption 
 
機能 OBR の動作モード中、MSI 情報を読込みます。 
 
書式  


int OBRGetMSIOption(ref bool  pEnabled,ref byte[]  lpbMinLength, ref byte[]  lpbMaxLength,  ref 
byte[]  lpbOutFormat, ref byte[]  lpbCheckDigit, ref byte[]  lpbCheckChar); 


 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref bool  pEnabled：MSI コードの状態格納エリアへのポインタ 
TRUE：MSI 有効 
FALSE：MSI 無効 


  ref byte[]  lpbMinLength：MSI 最小桁数格納エリアへのポインタ 
ref byte[]  lpbMaxLength：MSI 最大桁数格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbOutFormat：MSI 出力フォーマット格納エリアへのポインタ 
  ref byte[]  lpbCheckDigit：チェックデジット指定格納エリアへのポインタ 
  ref byte[]  lpbCheckChar：チェックキャラクタ出力指示格納エリアへのポインタ 
 
戻り値 
 OBR_OK         0x00000000 ：正常終了 
 OBR_NOT_DEVICE      0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE   0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 


MSI 情報の内容については、P.12 動作モードテーブルを参照してください。 
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OBRGetIATAOption 
 
機能 OBR の動作モード中、IATA 情報を読込みます。 
 
書式  


int OBRGetIATAOption(ref bool  pEnabled,ref byte[]  lpbMinLength, ref byte[]  lpbMaxLength,  ref 
byte[]  lpbOutFormat, ref byte[]  lpbCheckDigit, ref byte[]  lpbCheckChar); 


 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref bool  pEnabled：IATA コードの状態格納エリアへのポインタ 
TRUE：IATA 有効 
FALSE：IATA 無効 


  ref byte[]  lpbMinLength：IATA 最小桁数格納エリアへのポインタ 
ref byte[]  lpbMaxLength：IATA 最大桁数格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbOutFormat：IATA 出力フォーマット格納エリアへのポインタ 
  ref byte[]  lpbCheckDigit：チェックデジット指定格納エリアへのポインタ 
  ref byte[]  lpbCheckChar：チェックキャラクタ出力指示格納エリアへのポインタ 
 
戻り値 
 OBR_OK         0x00000000 ：正常終了 
 OBR_NOT_DEVICE     0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 
IATA 情報の内容については、P.12 動作モードテーブルを参照してください。 
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OBRGetScanningType 
 
機能 OBR の動作モード中、読取方式情報を読込みます。 
 
書式  


int OBRGetScanningType (ref byte[]  lpbMode); 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
  ref byte[]   lpbMode：読取方式情報格納エリアへのポインタ 


OBR_TYPE0：単発読み 


OBR_TYPE1：連続読み（トリガキー有り） 


OBR_TYPE2：連続読み（トリガキー無し（非公開）） 


OBR_TYPE3：連続読み（トリガキー切替（非公開）） 


OBR_TYPE4：連続読み(２アクションモード（非公開）) 


OBR_TYPE5：連続読み(回数読み（非公開）) 


 
戻り値 
 OBR_OK        0x00000000 ：正常終了 
 OBR_NOT_DEVICE     0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 
読取り方式情報の内容については、P.12 動作モードテーブルを参照してください。 
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OBRGetBuzzer 
 
機能 OBR の動作モード中、ブザー制御情報を読込みます。 
 
書式  


int OBRGetBuzzer(ref byte[]  lpbMode); 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref byte[]   lpbMode：ブザー制御情報格納エリアへのポインタ 


OBR_BUZOFF：ブザー制御無し 


OBR_BUZON：ブザー制御有り 


 
戻り値 
 OBR_OK       0x00000000 ：正常終了 
 OBR_NOT_DEVICE      0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE   0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 
ブザー制御情報の内容については、P.12 動作モードテーブルを参照してください。 
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OBRGetLED 
 
機能 OBR の動作モード中、LED 制御情報を読込みます。 
 
書式  


int OBRGetLED(ref byte[]  lpbMode); 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref byte[]  lpbMode：ＬＥＤ制御情報格納エリアへのポインタ 
OBR_LEDOFF：LED 制御無し 
OBR_LEDON：LED 制御有り 
OBR_LEDEROF：LED 制御有り (エラーなし) 


 
戻り値 
 OBR_OK         0x00000000 ：正常終了 
 OBR_NOT_DEVICE      0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 
LED 制御情報の内容については、P.12 動作モードテーブルを参照してください。 
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OBRGetBuffType 
 
機能 OBR の動作モード中、出力バッファ情報を読込みます。 
 
書式  


int OBRGetBuffType(ref byte[]  lpbType); 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref byte[]  lpbType：出力バッファ情報格納エリアへのポインタ 
OBR_BUFOBR：OBR データバッファ 
OBR_STOFF：KEY バッファ選択（指定ｳｨﾝﾄﾞｳﾊﾝﾄﾞﾙ（START コード無し）） 
OBR_ASTOFF：KEY バッファ選択（ｱｸﾃｨﾌﾞ ｳｨﾝﾄﾞｳﾊﾝﾄﾞﾙ（START コード無し）） 


 
戻り値 
 OBR_OK         0x00000000 ：正常終了 
 OBR_NOT_DEVICE      0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE   0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 


出力バッファ情報の内容については、P.12 動作モードテーブルを参照してください。 
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OBRGetSuffixChar 
 
機能 OBR の動作モード中、終了コード情報を読込みます。 
 
書式  


int OBRGetSuffixChar(ref byte[]  lpbEndchar); 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref byte[]  lpbEndchar：終了コード情報格納エリアへのポインタ 
OBR_ENDCR：CR コード(0Dh) 
OBR_ENDLF：LF コード(0Ah) 
OBR_ENDCL：CR コード+LF コード(0D0Ah) 


 
戻り値 
 OBR_OK         0x00000000 ：正常終了 
 OBR_NOT_DEVICE     0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 


終了コード情報の内容については、P.12 動作モードテーブルを参照してください。 
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OBRGetModeReadAction 
 
機能 OBR の動作モード中、読取り動作モード情報を読込みます。 
 
書式  


int OBRGetModeReadAction (ref byte[]  lpbType); 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
 ref byte[]  lpbType：読取動作モード情報格納エリアへのポインタ 


        OBR_NORM：通常読み 


OBR_DANN：段数読み 


 
戻り値 
 OBR_OK         0x00000000 ：正常終了 
 OBR_NOT_DEVICE     0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE   0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 


読取り動作モード情報の内容については、P.12 動作モードテーブルを参照してください。 
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OBRGetCheckCounter 
 
機能 OBR の動作モード中、照合回数情報を読込みます。 
 
書式  


int OBRGetCheckCounter (ref int lpiCounter); 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref int lpiCounter：照合回数情報格納エリアへのポインタ 


 
戻り値 
 OBR_OK         0x00000000 ：正常終了 
 OBR_NOT_DEVICE     0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 


照合回数情報の内容については、P.12 動作モードテーブルを参照してください。 
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OBRGetScanningCounter 
 
機能 OBR の動作モード中、読取り回数情報を読込みます。 
 
書式  


int OBRGetScanningCounter(ref int lpiCounter); 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref int lpiCounter：読取回数情報格納エリアへのポインタ 


 
戻り値 
 OBR_OK         0x00000000 ：正常終了 
 OBR_NOT_DEVICE      0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE   0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 


読取り回数情報の内容については、P.12 動作モードテーブルを参照してください。 
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OBRGetScanningTimeout 
 
機能 OBR の動作モード中、スキャン終了監視タイマ情報を読込みます。 
 
書式  


OBRGetScanningTimeout(ref int lpiTimer); 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref int  lpiTimer：スキャン終了監視タイマ情報格納エリアへのポインタ 


 
戻り値 
 OBR_OK         0x00000000 ：正常終了 
 OBR_NOT_DEVICE      0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE   0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 


スキャン終了監視タイマ情報の内容については、P.12 動作モードテーブルを参照してください。 


37 







 


OBRSetScanningCode 
 
機能 OBR の動作モードに、指定された読取コード情報を設定します。 
 
書式  


OBRSetScanningCode(uint dwMode); 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


uint dwMode：設定する読取コード情報 


 
戻り値 
 OBR_OK         0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM             0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON              0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE      0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE   0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 


読取りコード情報の内容については、P. 12 動作モードテーブルを参照してください。 
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OBRSetCode39Option 
 
機能 OBR の動作モードに、指定されたCODE39 情報を設定します。 
 
書式  
 int OBRSetCode39Option(byte  bEnabled,byte  bMinLength, byte  bMaxLength,  


byte  bOutFormat,byte  bCheckDigit, byte  bCheckChar); 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
 byte  bEnabled：Code39 コード使用の有効／無効設定情報 
        OBR_CODE_ENBLE：Code39 有効 


OBR_CODE_DISABLE：Code39 無効 
OBR_CODE_IGNORE：Code39 コード使用の有効／無効設定内容継続 


     byte  bMinLength：Code39 最小桁数設定値 
     byte  bMaxLength：Code39 最大桁数設定値 
     byte  bOutFormat：Code39 出力フォーマット設定値 
     byte  bCheckDigit：チェックデジット指示設定値 


byte  bCheckChar：チェックキャラクタ出力指示設定値 
 
戻り値 
 OBR_OK         0x00000000：正常終了 
 OBR_PRM            0xFFFFFFFE：引数データエラー 
 OBR_PON              0xFFFF0700：オープン済み 
 OBR_NOT_DEVICE      0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE   0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 


Code39 情報の内容については、P.12 動作モードテーブルを参照してください。 
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OBRSetNW7Option 
 
機能 OBR の動作モードに、指定されたNW7 情報を設定します。 
 
書式  
 int OBRSetNW7Option(byte  bEnabled,byte  bMinLength, byte  bMaxLength,  


byte  bOutFormat) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
 byte  bEnabled：NW7 コード使用の有効／無効設定情報 
        OBR_CODE_ENBLE：NW7 有効 


OBR_CODE_DISABLE：NW7 無効 
OBR_CODE_IGNORE：NW7 コード使用の有効／無効設定内容継続 


     byte  bMinLength：NW7 最小桁数設定値 
     byte  bMaxLength：NW7 最大桁数設定値 
     byte  bOutFormat：NW7 出力フォーマット設定値 
 
戻り値 
 OBR_OK         0x00000000：正常終了 
 OBR_PRM            0xFFFFFFFE：引数データエラー 
 OBR_PON             0xFFFF0700：オープン済み 
 OBR_NOT_DEVICE      0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 


NW7 情報の内容については、P.12 動作モードテーブルを参照してください。 
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OBRSetWPCAOption 
 
機能 OBR の動作モードに、指定されたWPCA 情報を設定します。 
 
書式  


int OBRSetWPCAOption(byte  bEnabled,byte  bCheckDigit); 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
 byte  bEnabled：WPCA コード使用の有効／無効設定情報 
        OBR_CODE_ENBLE：WPCA 有効 


OBR_CODE_DISABLE：WPCA 無効 
OBR_CODE_IGNORE：WPCA コード使用の有効／無効設定内容継続 


     byte  bCheckDigit：チェックデジット指示設定値 
 
戻り値 
 OBR_OK          0x00000000：正常終了 
 OBR_PRM             0xFFFFFFFE：引数データエラー 
 OBR_PON              0xFFFF0700：オープン済み 
 OBR_NOT_DEVICE      0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE   0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 


WPCA 情報の内容については、P.12 動作モードテーブルを参照してください 
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OBRSetWPCOption 
 
機能 OBR の動作モードに、指定されたWPC 情報を設定します。 
 
書式  


int OBRSetWPCOption(byte  bEnabled,byte  bCheckDigit); 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
 byte  bEnabled：WPC コード使用の有効／無効設定情報 
        OBR_CODE_ENBLE：WPC 有効 


OBR_CODE_DISABLE：WPC 無効 
OBR_CODE_IGNORE：WPC コード使用の有効／無効設定内容継続 


     byte  bCheckDigit：チェックデジット指示設定値 
 
戻り値 
 OBR_OK         0x00000000：正常終了 
 OBR_PRM            0xFFFFFFFE：引数データエラー 
 OBR_PON              0xFFFF0700：オープン済み 
 OBR_NOT_DEVICE      0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE   0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 


WPC 情報の内容については、P.12 動作モードテーブルを参照してください 
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OBRSetUPCAOption 
 
機能 OBR の動作モードに、指定されたUPCA 情報を設定します。 
 
書式  


 int OBRSetUPCAOption(byte  bEnabled,byte  bCheckDigit, byte  bCheckChar); 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
 byte  bEnabled：UPCA コード使用の有効／無効設定情報 
        OBR_CODE_ENBLE：UPCA 有効 


OBR_CODE_DISABLE：UPCA 無効 
OBR_CODE_IGNORE：UPCA コード使用の有効／無効設定内容継続 


byte  bCheckDigit：チェックデジット指示設定値 
byte  bCheckChar：チェックキャラクタ出力指示設定値 


 
戻り値 
 OBR_OK         0x00000000：正常終了 
 OBR_PRM            0xFFFFFFFE：引数データエラー 
 OBR_PON             0xFFFF0700：オープン済み 
 OBR_NOT_DEVICE      0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 


UPCA 情報の内容については、P.12 動作モードテーブルを参照してください 
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OBRSetUPCOption 
 
機能 OBR の動作モードに、指定されたUPC 情報を設定します。 
 
書式  


 int OBRSetUPCOption(byte  bEnabled,byte  bCheckDigit, byte  bCheckChar); 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
 byte  bEnabled：UPC コード使用の有効／無効設定情報 
        OBR_CODE_ENBLE：UPC 有効 


OBR_CODE_DISABLE：UPC 無効 
OBR_CODE_IGNORE：UPC コード使用の有効／無効設定内容継続 


byte  bCheckDigit：チェックデジット指示設定値 
byte  bCheckChar：チェックキャラクタ出力指示設定値 


 
戻り値 
 OBR_OK         0x00000000：正常終了 
 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 
 OBR_PON             0xFFFF0700：オープン済み 
 OBR_NOT_DEVICE     0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 


UPC 情報の内容については、P.12 動作モードテーブルを参照してください 
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OBRSetIDF2o5Option 
 
機能 OBR の動作モードに、指定された IDF（Industrial2of5）情報を設定します。 
 
書式  
 int OBRSetIDF2o5Option(byte  bEnabled,byte  bMinLength, byte  bMaxLength,  


byte  bCheckDigit,byte  bCheckChar); 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
 byte  bEnabled：IDF コード使用の有効／無効設定情報 
        OBR_CODE_ENBLE：IDF 有効 


OBR_CODE_DISABLE：IDF 無効 
OBR_CODE_IGNORE：IDF コード使用の有効／無効設定内容継続 


     byte  bMinLength：IDF 最小桁数設定値 
byte  bMaxLength：IDF 最大桁数設定値 
byte  bCheckDigit：チェックデジット指示設定値 
byte  bCheckChar：チェックキャラクタ出力指示設定値 


 
戻り値 
 OBR_OK         0x00000000：正常終了 
 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 
 OBR_PON            0xFFFF0700：オープン済み 
 OBR_NOT_DEVICE     0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 


IDF 情報の内容については、P.12 動作モードテーブルを参照してください 
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OBRSetITF2o5Option 
 
機能 OBR の動作モードに、指定された ITF（Interleaved2of5）情報を設定します。 
 
書式  
 int OBRSetIDF2o5Option(byte  bEnabled,byte  bMinLength, byte  bMaxLength,  


byte  bCheckDigit,byte  bCheckChar); 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
 byte  bEnabled：ITF コード使用の有効／無効設定情報 
        OBR_CODE_ENBLE：ITF 有効 


OBR_CODE_DISABLE：ITF 無効 
OBR_CODE_IGNORE：ITF コード使用の有効／無効設定内容継続 


     byte  bMinLength：ITF 最小桁数設定値 
byte  bMaxLength：ITF 最大桁数設定値 
byte  bCheckDigit：チェックデジット指示設定値 
byte  bCheckChar：チェックキャラクタ出力指示設定値 


 
戻り値 
 OBR_OK         0x00000000：正常終了 
 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 
 OBR_PON            0xFFFF0700：オープン済み 
 OBR_NOT_DEVICE      0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 


ITF 情報の内容については、P.12 動作モードテーブルを参照してください 
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OBRSetCode93Option 
 
機能 OBR の動作モードに、指定されたCode93 情報を設定します。 
 
書式  
 int OBRSetCode93Option(byte  bEnabled,byte  bMinLength, byte  bMaxLength, 


 byte  bCheckDigit); 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
 byte  bEnabled：Code93 コード使用の有効／無効設定情報 
        OBR_CODE_ENBLE：Code93 有効 


OBR_CODE_DISABLE：Code93 無効 
OBR_CODE_IGNORE：Code93 コード使用の有効／無効設定内容継続 


     byte  bMinLength：Code93 最小桁数設定値 
byte  bMaxLength：Code93 最大桁数設定値 
byte  bCheckDigit：チェックデジット指示設定値 


 
戻り値 
 OBR_OK        0x00000000：正常終了 
 OBR_PRM          0xFFFFFFFE：引数データエラー 
 OBR_PON             0xFFFF0700：オープン済み 
 OBR_NOT_DEVICE     0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE 0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 


Code93 情報の内容については、P.12 動作モードテーブルを参照してください 
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OBRSetCode128Settings 
 
機能 OBR の動作モードに、指定されたCode128 情報を設定します。 
 
書式  
 int OBRSetCode128Settings(byte  bEnabled,byte  bMinLength, byte  bMaxLength, 


 byte  bOutFormat,byte  bCheckDigit); 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
 byte  bEnabled：Code128 コード使用の有効／無効設定情報 
        OBR_CODE_ENBLE：Code128 有効 


OBR_CODE_DISABLE：Code128 無効 
OBR_CODE_IGNORE：Code128 コード使用の有効／無効設定内容継続 


     byte  bMinLength：Code128 最小桁数設定値 
byte  bMaxLength：Code128 最大桁数設定値 
byte  bOutFormat：Code128 出力フォーマット設定値 
byte  bCheckDigit：チェックデジット指示設定値 


 
戻り値 
 OBR_OK         0x00000000：正常終了 
 OBR_PRM            0xFFFFFFFE：引数データエラー 
 OBR_PON             0xFFFF0700：オープン済み 
 OBR_NOT_DEVICE      0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 


Code128 情報の内容については、P.12 動作モードテーブルを参照してください 
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OBRSetMSIOption 
 
機能 OBR の動作モードに、指定されたMSI 情報を設定します。 
 
書式  
 int OBRSetMSIOption(byte  bEnabled,byte  bMinLength, byte  bMaxLength,  


byte  bCheckDigit,byte  bCheckChar); 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
 byte  bEnabled：MSI コード使用の有効／無効設定情報 
        OBR_CODE_ENBLE：MSI 有効 


OBR_CODE_DISABLE：MSI 無効 
OBR_CODE_IGNORE：MSI コード使用の有効／無効設定内容継続 


     byte  bMinLength：MSI 最小桁数設定値 
byte  bMaxLength：MSI 最大桁数設定値 
byte  bCheckDigit：チェックデジット指示設定値 
byte  bCheckChar：チェックキャラクタ出力指示設定値 


 
戻り値 
 OBR_OK        0x00000000：正常終了 
 OBR_PRM          0xFFFFFFFE：引数データエラー 
 OBR_PON            0xFFFF0700：オープン済み 
 OBR_NOT_DEVICE     0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE 0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 


MSI 情報の内容については、P.12 動作モードテーブルを参照してください 
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OBRSetIATAOption 
 
機能 OBR の動作モードに、指定された IATA 情報を設定します。 
 
書式  
 int OBRSetIATAOption(byte  bEnabled,byte  bMinLength, byte  bMaxLength,  


byte  bCheckDigit); 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
 byte  bEnabled：IATA コード使用の有効／無効設定情報 
        OBR_CODE_ENBLE：IATA 有効 


OBR_CODE_DISABLE：IATA 無効 
OBR_CODE_IGNORE：IATA コード使用の有効／無効設定内容継続 


     byte  bMinLength：IATA 最小桁数設定値 
byte  bMaxLength：IATA 最大桁数設定値 
byte  bCheckDigit：チェックデジット指示設定値 


 
戻り値 
 OBR_OK         0x00000000：正常終了 
 OBR_PRM            0xFFFFFFFE：引数データエラー 
 OBR_PON             0xFFFF0700：オープン済み 
 OBR_NOT_DEVICE      0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 


IATA 情報の内容については、P.12 動作モードテーブルを参照してください 


50 







 


OBRSetScanningType 
 
機能 OBR の動作モードに、指定された読取方式情報を設定します。 
 
書式  


int OBRSetScanningType (byte  bType); 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
 byte  bType：設定する読取方式情報 


        OBR_TYPE0：単発読み 


OBR_TYPE1：連続読み（トリガキー有り） 


OBR_TYPE2：連続読み（トリガキー無し（非公開）） 


        OBR_TYPE3：連続読み（トリガキー切替（非公開）） 


        OBR_TYPE4：連続読み(２アクションモード（非公開）) 


OBR_TYPE5：連続読み(回数読み（非公開）) 


 
戻り値 
 OBR_OK         0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM            0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON              0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE      0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE   0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 


OBR の動作モードの内容については、P.12 動作モードテーブルを参照してください 


51 







 


OBRSetBuzzer 
 
機能 OBR の動作モードに、指定されたブザー制御情報を設定します。 
 
書式  


 int OBRSetBuzzer(byte  bMode); 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
 byte  bMode：設定するブザー制御情報 


        OBR_BUZOFF：ブザー制御無し 


OBR_BUZON：ブザー制御有り 


 
戻り値 
 OBR_OK         0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM            0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON             0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE      0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 


OBR の動作モード中の内容については、P.12 動作モードテーブルを参照してください 
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OBRSetLED 
 
機能 OBR の動作モードに、指定されたLED 制御情報を設定します。 
 
書式  


 int OBRSetLED(byte  bMode); 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
 byte  bMode：設定するＬＥＤ制御情報 
        OBR_LEDOFF：LED 制御無し 


OBR_LEDON：LED 制御有り 
OBR_LEDEROF：LED 制御有り (エラーなし) 


 
戻り値 
 OBR_OK         0x00000000：正常終了 
 OBR_PRM            0xFFFFFFFE：引数データエラー 
 OBR_PON              0xFFFF0700：オープン済み 
 OBR_NOT_DEVICE      0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE   0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 


OBR の動作モード中の内容については、P.12 動作モードテーブルを参照してください 
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OBRSetSuffixChar 
 
機能 OBR の動作モードに、指定された終了コード情報を設定します。 
 
書式  


 OBRSetSuffixChar(byte  bEndchar); 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
 byte  bEndchar：設定する終了コード情報 
        OBR_ENDCR：CR コード(0Dh) 


OBR_ENDLF：LF コード(0Ah) 
OBR_ENDCL：CR コード+LF コード(0D0Ah) 


 
戻り値 
 OBR_OK         0x00000000：正常終了 
 OBR_PRM            0xFFFFFFFE：引数データエラー 
 OBR_PON              0xFFFF0700：オープン済み 
 OBR_NOT_DEVICE     0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 


OBR の動作モードの内容については、P.12 動作モードテーブルを参照してください 
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OBRSetModeReadAction 
 
機能 OBR の動作モードに、指定された読取り動作モード情報を設定します。 
 
書式  


 OBRSetModeReadAction (byte  bType); 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
 byte  bType：設定する読取動作モード情報 


        OBR_NORM：通常読み 


OBR_DANN：段数読み 


 
戻り値 
 OBR_OK         0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM            0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON              0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE      0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 


OBR の動作モードの内容については、P.12 動作モードテーブルを参照してください 
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OBRSetCheckCounter 
 
機能 OBR の動作モードに、指定された照合回数情報を設定します。 
 
書式  


 OBRSetCheckCounter(int iCounter); 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


int iCounter：設定する照合回数情報（指定範囲 1～９） 


 
戻り値 
 OBR_OK         0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM            0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON              0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE      0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE   0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 


OBR の動作モードの内容については、P.12 動作モードテーブルを参照してください 
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OBRSetScanningCounter 
 
機能 OBR の動作モードに、指定された読取り回数情報を設定します。 
 
書式  


 OBRSetScanningCounter(int iCounter); 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


int iCounter：設定する読取り回数情報（指定範囲 1～９） 


 
戻り値 
 OBR_OK         0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM            0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON            0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE      0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE   0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 


OBR の動作モードの内容については、P.12 動作モードテーブルを参照してください 
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OBRSetScanningTimeout 
 
機能 OBR の動作モードに、指定されたスキャン終了監視タイマ情報を設定します。 
 
書式  


 OBRSetScanningTimeout(int iTimer); 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


int iTimer：設定するスキャン終了監視タイマ情報（指定範囲 1～９（単位：秒）） 


 
戻り値 
 OBR_OK         0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM            0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON              0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE      0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 


OBR の動作モードの内容については、P.12 動作モードテーブルを参照してください 
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OBRSetDefaultSymbology 
 
機能 OBR の動作モードを、初期値（OBR ドライバ、デフォルト値）に設定します。 
 
書式  


 OBRSetDefaultSymbology(void); 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


なし 
 
戻り値 
 OBR_OK         0x00000000：正常終了 
 OBR_PON             0xFFFF0700：オープン済み 
 OBR_NOT_DEVICE      0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 


OBR の動作モードの内容については、P.12 動作モードテーブルを参照してください 


59 







 


OBRSetIniFileOption 
 
機能 ini File の読込みを行い、OBR ドライバの動作モード初期値（OBR ドライバ、デフォルト値）の変更を行います。 
 
書式  


 int OBRSetIniFileOption(void); 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


なし 
 
戻り値 
 OBR_OK         0x00000000：正常終了 
 OBR_PON              0xFFFF0700：オープン済み 
 OBR_NOT_DEVICE      0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE   0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 


ini File が存在しない場合でも、正常終了します。 


60 







 


OBRUpDateIniFileOption 
 
機能 OBR ドライバの、現在の動作モードを ini File に書き込みを行います。 
 
書式  


 int OBRUpDateIniFileOption(void); 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


なし 
 
戻り値 
 OBR_OK         0x00000000：正常終了 
 OBR_PRM            0xFFFFFFFE：引数データエラー 
 OBR_PON              0xFFFF0700：オープン済み 
 OBR_NOT_DEVICE      0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE   0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 
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OBRGetFilterFunction 
 
機能 OBR ドライバの、現在のフィルタモード情報を読み込みます。 
 
書式  


 int OBRGetFilterFunction(ref uint  lpdwFuncMode); 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 ref uint  lpdwFuncMode：フィルタモード情報格納エリアへのポインタ 


      OBR_NOFILTER   ：フィルタ未使用 


      OBR_SOFTFILTER  ：ソフトフィルタ使用 


      OBR_HARDFILTER  ：ハードフィルタ使用 


OBR_SOFTHARDFILTER：ソフト及びハードフィルタ使用 


 
戻り値 
 OBR_OK         0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM            0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON              0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE      0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE   0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 
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OBRSetFilterFunction 
 
機能 OBR ドライバの、現在のフィルタモード情報の設定を行います。 
 
書式  


 int OBRSetFilterFunction(uint dwFuncMode); 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 uint dwFuncMode：フィルタモード情報設定値 
      OBR_NOFILTER   ：フィルタ未使用 
      OBR_SOFTFILTER  ：ソフトフィルタ使用 
      OBR_HARDFILTER  ：ハードフィルタ使用 


OBR_SOFTHARDFILTER：ソフト及びハードフィルタ使用 
 
戻り値 
 OBR_OK         0x00000000：正常終了 
 OBR_PRM            0xFFFFFFFE：引数データエラー 
 OBR_PON              0xFFFF0700：オープン済み 
 OBR_NOT_DEVICE      0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE   0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 
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OBRGetFilterOnTimer 
 
機能 OBR ドライバの、現在のフィルタON タイマ情報を読込みます。 
 
書式  


 int OBRGetFilterOnTimer(ref int lpiTimer) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref uint  lpdwFuncMode：フィルタON タイマ情報格納エリアへのポインタ 
 
戻り値 
 OBR_OK         0x00000000：正常終了 
 OBR_PRM            0xFFFFFFFE：引数データエラー 
 OBR_PON              0xFFFF0700：オープン済み 
 OBR_NOT_DEVICE      0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE   0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 
 フィルタON タイマ：スキャン開始（デコード開始）からソフト／ハードフィルタON するまでの時間 
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OBRSetFilterOnTimer 
 
機能 OBR ドライバの、現在のフィルタON タイマ情報の設定を行います。 
 
書式  


 int OBRSetFilterOnTimer(int iTimer); 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


uint  iTimer：フィルタON タイマ情報設定値 
            （秒単位、範囲：1～8） 


 
戻り値 
 OBR_OK         0x00000000：正常終了 
 OBR_PRM            0xFFFFFFFE：引数データエラー 
 OBR_PON              0xFFFF0700：オープン済み 
 OBR_NOT_DEVICE      0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 
 OBR_NOT_DEVICE_DECODE   0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
 
備考 
 フィルタON タイマ：スキャン開始（デコード開始）からソフト／ハードフィルタON するまでの時間 
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OBRIntLogRequest 
 
機能 OBR ドライバ（スキャナ部、デコーダ部）にて採取したＬＯＧ情報取り出し要求を行います。 


ドライバは本関数を受付ける事によりＬＯＧ情報をファイルに出力します。 
スキャナ部：ObrLog.dat（ルートディレクトリに作成します） 


  デコーダ部：DecodeLog.dat（ルートディレクトリに作成します） 
 
書式  


 int OBRIntLogRequest(void); 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


なし 
 
戻り値 
 OBR_OK  0x00000000：正常終了 
 
備考 
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1 C#.NET用システムライブラリ 関数リファレンス 


1.1  プログラム構成 


■ClbSysCs.dll C# .NET クラスライブラリ 
■ClbSys.dll   システムライブラリ本体 
■DirectClb.dll システムライブラリサブモジュール 
 


1.2   使用方法 


・VisualStudio.NET を起動し、Visual C# プロジェクト － スマートデバイスアプリケーションにてプロジェクト


を作成してください。 
・作成したプロジェクトの「参照設定」に「ClbSysCs.dll」を追加してください。 
・プロジェクトのソースファイルの先頭に 「using CalibCs;」を記入して下さい。 
・システムライブラリのクラスは「ClbSysCs」です。 


メソッド（関数）はClbSysCs.関数名 と記述して下さい。 
定数はClbSysCs.定数 と記述して下さい。 


 
・この関数を使用するには、予め、DirectClb.dll を本体の Windows フォルダにコピーしておく必要があります。 


 
［使用例］ 


using Systems; 
using CalibCs; 
 
public class CeApiSample 
{ 
 public void ApiCe1( ) 
 { 
  uint a1 = new uint(); 


 
  // Wakeup 要因による電源許可禁止の取得 
  // BOOL CLBGetBootableButtons( DWORD * ) 
  bool x2 = ClbSysCs.CLBGetBootableButtons( ref a1 ); 
 
  // 左トリガーキーによる電源ON は有効に 
  uint a2 = (a1 | (uint)ClbSysCs.CLB_BUTTON_LEFTTRIGGER); 
 
  // Wakeup 要因による電源ON 許可禁止 
  // BOOL CLBSetBootableButtons( DWORD ) 
  bool x1 = ClbSysCs.CLBSetBootableButtons( a2 ); 


｝ 
｝ 
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1.3  ライブラリ一覧 


NO. 関数名 機能 
01 CLBSetBootableButtons Wakeup 要因による電源ON 許可/禁止 
02 CLBGetBootableButtons Wakeup 要因による電源許可/禁止の取得 
03 CLBSetOffMaskTime 電源ON 後指定時間OFF を禁止する 
04 CLBGetOffMaskTime 電源ON 後OFF を禁止する時間の取得 
05 CLBPowerOff ｶｰﾄﾞのｱｸｾｽ終了を待って電源OFF 
06 CLBDisablePowerOff 電源ﾎﾞﾀﾝでのOFF を禁止する 
07 CLBEnablePowerOff 電源ﾎﾞﾀﾝでのOFF を許可する 
08 CLBGetPowerOff 電源ﾎﾞﾀﾝのEnable/Disable を取得する 
09 CLBAPODisable APO を禁止する 
10 CLBAPOEnable APO を許可する 
11 CLBAPOGet APO の禁止/許可状態を取得する 
12 CLBSoftReset ｿﾌﾄ RESET 
13 CLBSetIndicator LED の点灯/消灯 
14 CLBGetIndicator LED の点灯状態取得 
15 CLBCheckCharger IO ﾎﾞｯｸｽとの接続状態を取得する 
16 CLBCardDetectDisable ｶｰﾄﾞﾃﾞﾃｸﾄ端子をﾃﾞｨｾｰﾌﾞﾙしてｶｰﾄﾞ電源切状態にする 
17 CLBCardDetectEnable ｶｰﾄﾞﾃﾞﾃｸﾄ端子をｲﾈｰﾌﾞﾙにしてｶｰﾄﾞ電源入状態にする 
18 CLBCardDetectGet ｶｰﾄﾞﾃﾞﾃｸﾄ端子の状態を取得する 
19 CLBSetFnButtons Fn ｷｰ動作の許可/禁止 
20 CLBGetFnButtons Fn ｷｰ動作の許可/禁止の取得 
21 CLBSetInputChangeButtons 入力切替ｷｰ動作の入力設定 
22 CLBGetInputChangeButtons 入力切替ｷｰ動作の入力の取得 
23 CLBSetKeyLock ｷｰ Lock の許可/禁止 
24 CLBGetKeyLock ｷｰ Lock の許可/禁止の取得 
25 CLBPlayBuzzer ﾌﾞｻﾞｰを鳴らす 
26 CLBStopBuzzer ﾌﾞｻﾞｰを止める 
27 CLBSetBuzzerVolume ﾌﾞｻﾞｰ音量設定 
28 CLBGetBuzzerVolume ﾌﾞｻﾞｰ音量取得 
29 CLBSetBuzzerMute ﾌﾞｻﾞｰ全音量、個別ﾐｭｰﾄ設定 
30 CLBGetBuzzerMute ﾌﾞｻﾞｰ全音量、個別ﾐｭｰﾄ取得 
31 CLBSetCPUMode CPU 周波数制御の設定 
32 CLBGetCPUMode CPU 周波数制御の取得 
33 CLBSet180Rotate 表示画像を１８０度回転させる 
34 CLBGet180Rotate 表示画像の回転状態の取得 
35 CLBGetDeviceIDCode EEPROM に書き込まれているDevice ID の取得 
36 CLBGetUserIDCode EEPROM に書き込まれているUser ID の取得 
37 CLBPrepareLED LED 点灯準備関数 
38 CLBUpdateLED LED 点灯関数 


 
 


1.4  関数リファレンス 


次頁より、関数リファレンスを説明します。 
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CLBSetBootableButtons 
 
機能 Wakeup 要因による電源ON の有効／無効設定を行います。 


本体ＯＦＦ状態でWakeup 要因が発生することにより、本体電源をON するようになっています。 
本ファンクションにより、この電源ON 動作を制御することができます。 


 
書式 bool CLBSetBootableButtons( uint  dwBootableButtons ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
uint dwBootableButtons 
  CLB_BUTTON_LEFTTRIGGER  左トリガーキーによる電源ON 有効 
  CLB_BUTTON_RIGHTTRIGGER 右トリガーキーによる電源ON 有効 
  CLB_BUTTON_INBOX   IOBOX 載せによる電源ON 有効（デフォルト） 
  CLB_BUTTON_ARRIVAL   着信信号による電源ON 有効 
  CLB_BUTTON_NONE    Wakeup 要因による電源ON 無効 
 
戻り値 
 TRUE 正常終了 
 FALSE 内部エラー 
 
クラス ClbSysCs 
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CLBGetBootableButtons 
 
機能 Wakeup 要因による電源ON の有効／無効状態を読み出します。 
 
書式 bool CLBGetBootableButtons( ref uint  pdwBootableButtons ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
ref uint pdwBootableButtons  指定された領域に、設定状態が返ります。 
  CLB_BUTTON_LEFTTRIGGER  左トリガーキーによる電源ON は有効 
  CLB_BUTTON_RIGHTTRIGGER 右トリガーキーによる電源ON は有効 
  CLB_BUTTON_INBOX   IOBOX 載せによる電源ON は有効 
  CLB_BUTTON_ARRIVAL   着信信号による電源ON は有効 
  CLB_BUTTON_NONE    Wakeup 要因による電源ON は無効 
 
戻り値 
 TRUE 正常終了 
 
クラス ClbSysCs 
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CLBSetOffMaskTime 
 
機能 電源ON 後、指定された時間電源OFF を禁止するための設定を行います。 
 
書式 bool CLBSetOffMaskTime( uint  dwKey , uint  dwCard ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
uint dwKey  電源ON 後の電源キーによるOFF 禁止時間（sec） 
    デフォルト時間は、5 sec です 
uint dwCard  常に ”0” を指定して下さい 
 
戻り値 
 TRUE 正常終了 
 
クラス ClbSysCs 
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CLBGetOffMaskTime 
 
機能 電源ON 後、電源OFF を禁止する時間を取得します。 
 
書式 bool CLBGetOffMaskTime( ref uint  pdwKey , ref uint  pdwCard ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
ref uint pdwKey  電源ON 後の電源キーによるOFF 禁止時間（sec） 
     デフォルト時間は、5 sec です 
ref uint pdwCard  ”0” を返します 


 
戻り値 
 TRUE 正常終了 
 
クラス ClbSysCs 
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CLBPowerOff 
 
機能 本体電源をOFF します。 
 
書式 VOID CLBPowerOff() 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 
 
戻り値 無し 
 
クラス ClbSysCs 
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CLBDisablePowerOff 
 
機能 電源スイッチによる本体電源OFF を禁止します。 
 この設定を行った時は、電源スイッチを押された時に、WM_POWERBROADCAST の PBT_APMSUSPEND メ


ッセージを発行します。 
ユーザーアプリでこれを取得してオフ処理後ソフトOFF して下さい。 


 本設定は、電源ON 時に解除されますので、必要に応じて電源ON 後設定してください。 
 電池蓋開けや緊急電源OFF は、本設定をした後でもすぐにOFF します。 
 
書式 bool CLBDisablePowerOff() 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 
 
戻り値 
 TRUE 正常終了 
 
クラス ClbSysCs 
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CLBEnablePowerOff 
 
機能 電源スイッチによる本体電源OFF を許可します。 
 
書式 bool CLBEnablePowerOff() 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 
 
戻り値 
 TRUE 正常終了 
 
クラス ClbSysCs 
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CLBGetPowerOff 
 
機能 電源スイッチによる本体電源OFF の許可／禁止状態を取得します。 
 
書式 bool CLBGetPowerOff() 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 
 
戻り値 
 TRUE 電源OFF 禁止 
 FALSE 電源OFF 許可 デフォルト値 
 
クラス ClbSysCs 
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CLBAPODisable 
 
機能 オートパワーオフ（APO）を無効にします。 
 このファンクションを実行すると、コントロールパネルの設定に関わらずAPO しなくなります。 
 
書式 bool CLBAPODisable() 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 
 
戻り値 
 TRUE 正常終了 
 
クラス ClbSysCs 
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CLBAPOEnable 
 
機能 オートパワーオフ(APO)を有効にします。 
 このファンクションを実行すると、コントロールパネルの設定通りにAPO するようになります。 
 
書式 bool CLBAPOEnable() 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 
 
戻り値 
 TRUE 正常終了 
 
クラス ClbSysCs 


 
備考 本関数を実行しても、他のプロセスやスレッドが “CLBAPODisable”関数を実行している時は、APO は 


有効になりません。APO を有効にする為には、“CLBAPODisable”関数を実行した回数分、本関数を 
実行する必要があります。 
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CLBAPOGet 
 
機能 オートパワーオフ(APO)の有効／無効状態を取得します。 
 
書式 bool CLBAPOGet() 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 
 
戻り値 
 TRUE APO 無効 
 FALSE APO 有効 デフォルト値 
 
クラス ClbSysCs 
 


13 







 


CLBSoftReset 
 
機能 システムをリセットします。 
 
書式 void CLBSoftReset() 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 
 
戻り値 無し 
 
クラス ClbSysCs 
 
注意 本ファンクションを実行すると、ただちにシステムがリセットされるため、書き込み中のファイルやデータが


失われる可能性があります。オープン中のファイルやデバイスは全てクローズしてから実行してください。 
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CLBSetIndicator 
 
機能 LED の点灯／消灯を行います。 
 
書式 bool CLBSetIndicator( uint  dwLedMode, uint  dwTime, 
    uint  dwOnTime, uint  dwOffTime ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
uint dwLedMode 
  CLB_LED_OFF  LED を消灯します。(デフォルト値) 
  CLB_LED_GREEN LED の緑を点灯します。 
  CLB_LED_RED  LED の赤を点灯します。 
  CLB_LED_ORANGE LED のオレンジを点灯します。 
uint dwTime   LED 連続点灯時間。(1/16 秒単位) 
  値は(dwOntime+dwOffTime)×点滅回数を設定 
uint dwOnTime  LED 点灯時間。(1/16 秒単位) 0～255 
uint dwOffTime  LED 消灯時間。(1/16 秒単位) 0～255 
 
戻り値 
 TRUE 正常終了 
 FALSE 内部エラーによる異常終了 
 
クラス ClbSysCs 
 
使用例 
 ・LED 橙を素早く 1 回点滅する場合の設定 
 （ハードの仕様により以下の引数（dwTime,dwOnTime,dwOffTime）が最低の値となります。） 
  ClbSysCs.CLBSetIndicator (ClbSysCs.CLB_LED_ORANGE, 4, 1, 3); 
 ・LED 緑を 1 秒ON、１秒OFF を 3 回点滅する場合の設定 
  ClbSysCs.CLBSetIndicator (ClbSysCs.CLB_LED_GREEN, 96, 16, 16); 
 ・LED 赤を２秒点灯する場合の設定 
  ClbSysCs.CLBSetIndicator (ClbSysCs.CLB_LED_RED, 35, 32, 3); 
 ・LED 赤を連続点灯する場合の設定 
 （連続点灯の場合は dwOnTime,dwOffTime に 0 使用可） 
  ClbSysCs.CLBSetIndicator (ClbSysCs.CLB_LED_RED, 255, 255, 0); 
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CLBGetIndicator 
 
機能 LED の点灯／消灯状態を取得します。 
 
書式 uint CLBGetIndicator() 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 
 
戻り値 
 CLB_LED_OFF  LED は消灯状態です。(デフォルト値) 
 CLB_LED_GREEN LED は緑を点灯しています。 
 CLB_LED_RED  LED は赤を点灯しています。 
 CLB_LED_ORANGE LED はオレンジを点灯しています。 
 
クラス ClbSysCs 
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CLBCheckCharger 
 
機能 本体と IO ボックスとの接続状態を取得します。また、接続状態を監視する時間の設定も同時に行い 


ます。 
 
書式 int CLBCheckCharger( uint  time_out ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
int time_out  接続状態監視時間 
  0：接続状態を取得するのみ。 
  1～3600000：接続状態監視時間(msec) 
  INFINITE：監視時間無限大（タイムアウト無し） 
 
戻り値 
 0 接続検出 
 1 タイムアウト発生 
 -1 内部エラー 
 
クラス ClbSysCs 
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CLBCardDetectDisable 
 
機能 擬似カード挿抜機能として、カードデテクト端子をディセーブルしてカード電源を切状態にします。 
 
書式 bool CLBCardDetectDisable( uint  socket ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
uint socket  ソケット名を指定する 
  TYPE_PCMCIA 0：PCMCIA （※DT-870 のみ） 
  TYPE_CF  １：CF  （※DT-5100 では、無線LAN モジュールへの電源供給を停止します） 
 
戻り値 
 TRUE 正常終了 
 
クラス ClbSysCs 
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CLBCardDetectEnable 
 
機能 擬似カード挿抜機能として、カードデテクト端子をイネーブルしてカード電源を入状態にします。 
 
書式 bool CLBCardDetectEnable( uint  socket ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
uint socket  ソケット名を指定する 
  TYPE_PCMCIA 0：PCMCIA （※DT-870 のみ） 
  TYPE_CF  １：CF  （※DT-5100 では、無線LAN への電源供給を開始します） 
 
戻り値 
 TRUE 正常終了 
 
クラス ClbSysCs 
 


19 







 


CLBCardDetectGet 
 
機能 擬似カード挿抜機能として、カードデテクト端子の状態を取得します。 
 
書式 bool CLBCardDetectGet( uint  socket ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
uint socket  ソケット名を指定する 
  TYPE_PCMCIA 0：PCMCIA  （※DT-870 のみ） 
  TYPE_CF  １：CF   （※DT-5100 では、無線LAN モジュールへの電源供給状態） 
 
戻り値 
 TRUE カードデテクト端子ｲﾈｰﾌﾞﾙ状態 
 FALSE カードデテクト端子ディセｰﾌﾞﾙ状態 
 
クラス ClbSysCs 
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CLBSetFnButtons 
 
機能 Fn ｷｰ動作の許可／禁止設定を行います。 
 
書式 bool CLBSetFnButtons( bool  bFnButtons ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
bool bFnButtons 
  TRUE Fn キー有効 (デフォルト) 
  FALSE Fn キー無効 
 
戻り値 
 TRUE 正常終了 
 
クラス ClbSysCs 
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CLBGetFnButtons 
 
機能 Fn ｷｰ動作の許可／禁止状態を読み出します。 
 
書式 bool CLBGetFnButtons() 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 
 
戻り値 
 TRUE Fn キー有効 
 FALSE Fn キー無効 
 
クラス ClbSysCs 
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CLBSetInputChangeButtons 
 
機能 入力切替ｷｰ動作の入力設定を行います。 
 
書式 bool CLBSetInputChangeButtons( uint  dwInputChangeButtons ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
uint dwInputChangeButtons 
  CLB_BUTTON_NORMAL  通常動作 (デフォルト) 切替可能 
  CLB_BUTTON_LOCK_NUM 数字固定 
  CLB_BUTTON_LOCK_HIRA ひらがな固定 
  CLB_BUTTON_LOCK_KANA カタカナ固定         切替不可 
  CLB_BUTTON_LOCK_ALPHA 英大文字固定 
  CLB_BUTTON_LOCK_ALPHAS 英小文字固定 
 
戻り値 
 TRUE 正常終了 
 
クラス ClbSysCs 
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CLBGetInputChangeButtons 
 
機能 入力切替ｷｰ動作の入力状態を読み出します。 
 
書式 uint CLBGetInputChangeButtons() 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 
 
戻り値 


 CLB_BUTTON_NORMAL   通常動作 (デフォルト) 
 CLB_BUTTON_LOCK_NUM  数字固定 
 CLB_BUTTON_LOCK_HIRA  ひらがな固定 
 CLB_BUTTON_LOCK_KANA  カタカナ固定 
 CLB_BUTTON_LOCK_ALPHA  英大文字固定 
 CLB_BUTTON_LOCK_ALPHAS 英小文字固定 
 
クラス ClbSysCs 
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CLBSetKeyLock 
 
機能 キーロックの許可／禁止設定を行います。 
 トリガーキー、電源キー以外のキー押下の許可／禁止設定を行います。 
 
書式 bool CLBSetKeyLock( bool  bKeyLock ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
bool bKeyLock 
  TRUE ロック状態(トリガーキー、電源キー以外は無効) 
  FALSE 非ロック状態(デフォルト) 
 
戻り値 
 TRUE 正常終了 
 
クラス ClbSysCs 
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CLBGetKeyLock 
 
機能 キーロックの許可／禁止状態を読み出します。 
 トリガーキー、電源キー以外のキー押下の許可／禁止状態を読み出します。 
 
書式 bool CLBGetKeyLock() 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 
 
戻り値 
 TRUE ロック状態(トリガーキー、電源キー以外は無効) 
 FALSE 非ロック状態 
 
クラス ClbSysCs 
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CLBPlayBuzzer 
 
機能 ブザーを鳴らします。 
 
書式 bool CLBPlayBuzzer( uint  dwType, uint  dwHelz, uint  dwTime ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
uint dwType  属性 
 ブザー音の属性は以下の６種類です。デフォルト値を示します。 


 周波数(Hz) 時間(ms) 個別ミュート 属性 
タップ音 2200 25 ON/OFF B_TAP 
キークリック音 2600 50 ON/OFF B_CLICK 
アラーム音 2800 150 ON/OFF B_ALARM 
警告音 3000 100 ON/OFF B_WARNING 
読取完了音 3100 75 ON/OFF B_SCANEND 
ユーザー指定音 - - ON/OFF B_USERDEF 
 
uint dwHelz  ユーザ指定音時のみ有効 
  B_USERDEF 以外の場合は、CLB_BUZZER_DEFAULT を使用します。 
uint dwTime  ユーザ指定音時のみ有効 
  B_USERDEF 以外の場合は、CLB_BUZZER_DEFAULT を使用します。 
 
戻り値 
 TRUE 正常終了 
 
クラス ClbSysCs 
 
備考 全音量ミュートが設定されている場合、または鳴らしたい属性の個別ミュートがON の場合は 
 ブザーは鳴りません。 
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CLBStopBuzzer 
 
機能 ブザーを止めます。 
 
書式 bool CLBStopBuzzer() 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 
 
戻り値 
 TRUE 正常終了 
 
クラス ClbSysCs 
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CLBSetBuzzerVolume 
 
機能 ブザー音量設定を行います。 
 
書式 bool CLBSetBuzzerVolume( uint  dwType，uint  dwBuzzerVolume ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
uint dwType  属性 
 ブザー音の属性は以下の 6 種類です。 


 属性 
タップ音 B_TAP 
キークリック音 B_CLICK 
アラーム音 B_ALARM 
警告音 B_WARNING 
読取完了音 B_SCANEND 
通常音 B_USERDEF 


 
uint dwBuzzerVolume 
  CLB_BUZZERVOLUME_MIN 音量 小 
  CLB_BUZZERVOLUME_MID 音量 中 (デフォルト) 
  CLB_BUZZERVOLUME_MAX 音量 大 
 
戻り値 
 TRUE 正常終了 
 
クラス ClbSysCs 
 


29 







 


CLBGetBuzzerVolume 
 
機能 ブザー音量を読み出します。 
 
書式 uint CLBGetBuzzerVolume(uint  dwType) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
uint dwType  属性 
 ブザー音の属性は以下の 6 種類です。 


 属性 
タップ音 B_TAP 
キークリック音 B_CLICK 
アラーム音 B_ALARM 
警告音 B_WARNING 
読取完了音 B_SCANEND 
通常音 B_USERDEF 


 
戻り値 
 CLB_BUZZERVOLUME_MIN 音量 小 
 CLB_BUZZERVOLUME_MID 音量 中 (デフォルト) 
 CLB_BUZZERVOLUME_MAX 音量 大 
 
クラス ClbSysCs 
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CLBSetBuzzerMute 
 
機能 ブザーの全音量、個別ミュートを設定します。 
 
書式 bool CLBSetBuzzerMute( uint  dwType, bool  bMute ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
uint dwType 属性 
 ブザー音の属性は以下の７種類です。 


 属性 
タップ音 B_TAP 
キークリック音 B_CLICK 
アラーム音 B_ALARM 
警告音 B_WARNING 
読取完了音 B_SCANEND 
通常音 B_USERDEF 
全音量 B_ALL 


 
bool bMute 
  TRUE ミュートON (ブザーは鳴りません) 
  FALSE ミュートOFF (ブザーは鳴ります) デフォルト 
 
戻り値 
 TRUE 正常終了 
 
クラス ClbSysCs 
 
備考 全音量ミュートが設定されている場合、または鳴らしたい属性の個別ミュートがON の場合は 
 ブザーは鳴りません。 
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CLBGetBuzzerMute 
 
機能 ブザーの全音量、個別ミュートを取得します。 
 
書式 bool CLBGetBuzzerMute( uint  dwType ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
uint dwType 属性 
 ブザー音の属性は以下の７種類です。 


 属性 
タップ音 B_TAP 
キークリック音 B_CLICK 
アラーム音 B_ALARM 
警告音 B_WARNING 
読取完了音 B_SCANEND 
通常音 B_USERDEF 
全音量 B_ALL 


 
戻り値 
 TRUE ミュートON (ブザーは鳴りません) 
 FALSE ミュートOFF (ブザーは鳴ります) デフォルト 
 
クラス ClbSysCs 
 
備考 全音量ミュートが設定されている場合、または鳴らしたい属性の個別ミュートがON の場合は 
 ブザーは鳴りません。 
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CLBSetCPUMode 
 
機能 CPU 周波数制御の設定を行います。 
 
書式 bool CLBSetCPUMode( uint  dwMode) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
uint dwMode  CPU 周波数 
  CLB_CPUMODE_LOW CPU 周波数:200MHz 
  CLB_CPUMODE_MIDLE CPU 周波数:300MHz  （※DT-870 のみ） 
   CLB_CPUMODE_HIGH CPU 周波数:400MHz  （※DT-5100 のみ） 
 
戻り値 
 TRUE 正常終了 
 
クラス ClbSysCs 
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CLBGetCPUMode 
 
機能 CPU 周波数制御を読み出します。 
 
書式 bool CLBGetCPUMode( ref uint  pdwMode) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
ref uint pdwMode CPU 周波数 
  CLB_CPUMODE_LOW CPU 周波数:200MHz 
  CLB_CPUMODE_MIDLE CPU 周波数:300MHz  （※DT-870 のみ） 
  CLB_CPUMODE_HIGH CPU 周波数:300MHz     （※DT-5100 のみ） 
 
戻り値 
 TRUE 正常終了 
 
クラス ClbSysCs 
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CLBSet180Rotate 
 
機能 表示画像を１８０度回転させます。 
 
書式 bool CLBSet180Rotate( bool  bRotate) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
bool bRotate 
  TRUE 180 度回転（反転） 
  FALSE ０度回転（通常） 
 
戻り値 
 TRUE 正常終了 
 
クラス ClbSysCs 
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CLBGet180Rotate 
 
機能 表示画像の回転状態を読み出します。 
 
書式 bool CLBGet180Rotate( ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 
 
戻り値 
 TRUE 180 度回転（反転） 
 FALSE ０度回転（通常） 
 
クラス ClbSysCs 
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CLBGetDeviceIDCode 
 
機能 EEPROM に書き込まれているDeviceID を読み出します。 
 
書式 bool CLBGetDeviceIDCode (ref char[]  pdwDevID) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
ref char[]  pdwDevID = new  char[32]; 
 
戻り値 
 TRUE 正常終了 
 
クラス ClbSysCs 
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CLBGetUserIDCode 
 
機能 EEPROM に書き込まれているUserID を読み出します。 
 
書式 bool CLBGetUserIDCode ( ref uint  pdwUserID) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
ref uint pdwUserID 
 
戻り値 
 TRUE 正常終了 
 
クラス ClbSysCs 
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CLBPrepareLED 
 
機能 LED の点灯準備を行います。 
 CLBSetIndicator 関数ではハードの仕様によりLED 点灯まで 130ms かかってしまいます。 


この関数とCLBUpDateLED を使用することにより、実行後すぐにLED 点灯が出来ます。 
 
書式 bool CLBPrepareLED( uint  dwLedMode, uint  dwTime, 
    uint  dwOnTime, uint  dwOffTime ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
uint dwLedMode 
  CLB_LED_GREEN LED の緑の点灯準備をします。 
  CLB_LED_RED  LED の赤を点灯準備をします。 
  CLB_LED_ORANGE LED のオレンジを点灯準備をします。 
uint dwTime   LED 連続点灯時間。(1/16 秒単位)  
  値は(dwOntime+dwOffTime)×点滅回数を設定 
uint dwOnTime  LED 点灯時間。(1/16 秒単位) 0～255 
uint dwOffTime  LED 消灯時間。(1/16 秒単位) 0～255 
 
戻り値 
 TRUE 正常終了 
 FALSE 内部エラーによる異常終了 
 
クラス ClbSysCs 
 
使用例 
 LED 橙を素早く 1 回点滅する場合の点灯準備設定 


（ハードの仕様により以下の引数（dwTime,dwOnTime,dwOffTime）が最低の値となります。） 
  uint dwLedMode = (uint) (ClbSysCs.CLB_LED_GREEN 
    | ClbSysCs.CLB_LED_RED); 
  ClbSysCs.CLBPrepareLED(dwLedMode, 4, 1, 3); 
  または、 
  ClbSysCs.CLBPrepareLED(ClbSysCs.CLB_LED_ORANGE, 4, 1, 3); 
 LED 緑を 1 秒ON、１秒OFF を 3 回点滅する場合の点灯準備設定 
  ClbSysCs.CLBPrepareLED(ClbSysCs.CLB_LED_GREEN, 96, 16, 16); 
 LED 赤を２秒点灯する場合の点灯準備設定 
  ClbSysCs.CLBPrepareLED(ClbSysCs.CLB_LED_RED, 35, 32, 3); 
 LED 赤を連続点灯する場合の点灯準備設定 


（連続点灯の場合は dwOnTime,dwOffTime に 0 使用可） 
  ClbSysCs.CLBPrepareLED(ClbSysCs.CLB_LED_RED, 255, 255, 0); 
 
注意事項 
 LED 点灯中にCLBPrepareLED 関数を設定しますと、LED の設定が変更されてしまいますので、 
 CLBPrepareLED 関数が実行された場合は強制的にLED はOFF します。 
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CLBUpdateLED 
 
機能 現在のLED 設定値でＬＥＤの点灯を行います。 
 CLBSetIndicator 関数ではハードの仕様によりLED 点灯まで 130ms かかってしまいます。 


この関数とCLBPrepareLED を使用することにより、実行後すぐにLED 点灯が出来ます。 
 
書式 uint CLBUpdateLED( uint  dwLedMode ) 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
uint dwLedMode 
  CLB_LED_OFF  LED を消灯します。 
  CLB_LED_GREEN 現在のLED 設定値でLED の緑を点灯します。 
  CLB_LED_RED  現在のLED 設定値でLED の赤を点灯します。 
 
戻り値 
 TRUE 正常終了 
 FALSE 内部エラーによる異常終了 
 
クラス ClbSysCs 
 
使用方法 
 LED を点灯させる前にCLBPrepareLED 関数を実行し、LED 点灯準備設定を行います。 
 その後CLBUpdateＬＥＤ関数を実行しLED をCLBPrepareLED 関数にて設定した条件で 
 点灯させます。 
 (CLBUpdata 関数を実行した場合、CLBPrepareLED 関数が実行されてから 130ms 以上 
 経過していない場合は実行されてから 130ms 待ってからLED 点灯処理を行います。) 
 
注意事項 
 CLBPrepareLED 関数を行わないでCLBUpdateＬＥＤ関数を実行した場合は、現在の設定値に 
 基づいてＬＥＤを点灯させる為、予期せぬＬＥＤ点灯になりますのでご注意下さい。 
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